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連携研究センター「フラテ」は、長期的展
望に基づいて堅実な知を追求する基盤的研
究と、目標と期間を設定して先端的・革新的
な研究開発を目指す戦略的研究の融合を図
ることを目的として、平成18年4月1日に設置
されました。センターの各分野は、医学研究
院の専任教員からなる基盤教室と戦略的研
究を行う時限付の連携教室から構成され、基
盤教室と連携教室が協力して学際的・学融
合的研究を行っています。
本センターは、「分子・細胞イメージング部

門」、「再生医学・組織工学部門」、「脳科学部
門」、「人獣共通感染症診断・治療部門」の4
部門で発足しましたが、その後、「医学物理学
部門」、「光バイオイメージング部門」、「レ
ギュラトリーサイエンス部門」、「陽子線治療
研究部門」が増設され、8部門となりました。
その後、平成27年度をもって、所定の目的を
達成した「医学物理学部門」、「人獣共通感染
症診断・治療部門」、平成28年度をもって「脳
科学分部門」「レギュラトリーサイエンス部

門」は廃止されました。
平成29年度に医学研究科が医学研究院

へ改組されたことに伴い、「部門」が「分野」と
なり、新たに「人対象医学研究推進分野」が
新設され、5分野で活動となりましたが、平成
30年度をもって、所定の目的を達成した「分
子・細胞イメージング分野」が廃止となり、現
在4分野で活動しております。
センターでは、｢量子医理工学グローバル

ステーション（GI-CoRE）｣の大型研究プロ
ジェクトに対して研究支援を行っているほ
か、多分野にわたる研究チームが協力して学
際的研究を推進することにより、医学・生命
科学と理工学の融合領域において世界を
リードする多くの成果が得られています。
連携研究センター「フラテ」が、世界最高

水準の先端的融合研究拠点として、さらなる
発展を遂げるよう努力してまいる所存ですの
で、関係各位には今後とも本センターの活動
にご理解とご支援を賜りますようお願い申し
上げます。

連携研究センター「フラテ」
平成31年度概要／平成30年度業績集の発刊にあたって
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再生医学・組織工学分野
分野長　田中　伸哉

光バイオイメージング分野
分野長　佐邊　壽孝

陽子線治療研究分野
分野長　白𡈽　博樹

人対象医学研究推進分野
分野長　玉腰　暁子

〔基盤教室〕
腫瘍病理学教室
 教　　授／田中　伸哉
 准 教 授／津田　真寿美

〔基盤教室〕
整形外科学教室
 教　　授／岩崎　倫政
 特任准教授／角家　健
 講　　師／小野寺　智洋
 助　　教／テルカウィ アラー

〔基盤教室〕
分子生物学教室
 教　　授／佐邊　壽孝
 講　　師／小野寺　康仁
 講　　師／及川　司
 助　　教／橋本　あり
 特任助教／半田　悠
 客員研究員／髙田　真吾

〔基盤教室〕
放射線医理工学教室
 教　　授／清水　伸一
 特任准教授／小橋　啓司
 特任助教／西岡　健太郎

〔連携教室〕
陽子線治療医学教室
 教　　授／白𡈽　博樹
 講　　師／南　璡旼
 　　　　　（GI-CoRE）

〔協力組織〕
工学研究院量子理工学部門
応用量子ビーム工学分野
 教　　授／梅垣　菊男
 准 教 授／松浦　妙子
 准 教 授／宮本　直樹

〔協力組織〕
病院陽子線治療センター
 助　　教／高尾　聖心

〔連携教室〕
分子・細胞動態計測教室
 教　　授／白𡈽　博樹（兼）
 特任助教／Kenneth Sutherland

〔基盤教室〕
公衆衛生学教室
 教　　授／玉腰　暁子
 助　　教／趙　文静
 助　　教／木村　尚史

〔基盤教室〕
医学統計学教室
 准 教 授／横田　勲

〔協力組織〕
病院臨床研究開発センター
 教　授／佐藤　典宏
 教　授／荒戸　照世

令和元年度連携研究センター　構成員

Research Center for Cooperative Projects 2019
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再生医学・組織工学分野

〔連携教室〕
分子・細胞動態計測教室

〔基盤教室〕
分子生物学教室

光バイオイメージング分野

〔協力組織〕
病院臨床研究開発センター

〔基盤教室〕
公衆衛生学教室

〔基盤教室〕
医学統計学教室

人対象医学研究推進分野

〔協力組織〕
病院陽子線
治療センター

〔連携教室〕
陽子線治療医学教室

〔協力組織〕
工学研究院
量子理工学部門
応用量子ビーム
工学分野

〔基盤教室〕
放射線医理工学教室

陽子線治療研究分野

令和元年度連携研究センター　組織 令和元年度連携研究センター　分野概要

  ● 再生医学・組織工学分野

再生医学・組織工学分野は、腫瘍病理学教室、整形外科学教室を

基盤教室とし、ソフトマター研究を基盤とした合理的な関節機能再

生・再建医療、再生医療を実現するための新しい総合治療戦略の実

現に向けた組織構成となっている。この分野の研究の重要性は本学

や文部科学省から認められ、本学創成研究機構特定研究部門プロ

ジェクト「疑似生体組織ゲルの創製と軟骨医療への応用」（平成23年

度～）、運営費交付金特別経費プロジェクト「ソフト＆ウェットマテリ

アルが拓くライフイノベーション―高分子材料科学と再生医学の融

合拠点形成―」（平成25年度～）の支援を受け、これまで通り、北大先

端生命研究院、北大創成研究機構および産業技術総合研究所と密

に連携して学際的な研究を行っている。平成28年度からは、北大

GI-CoREに『ソフトマターグローバルステーション（GSS）』が発足し、

当部門の教員を含む海外・学内の先端的研究者による世界水準の

研究拠点が形成された。北海道大学が世界をリードする高分子材料

科学領域と再生・再建医学領域を融合する拠点として、生体軟組織

の機能を有するソフト＆ウェットマテリアルの創出、これを駆使した

生命現象の本質の学理的な解明、および先端治療医学への展開の

ための革新的治療医学研究を推進している。

  ● 陽子線治療研究分野

陽子線治療研究分野では、GI-CoREの量子医理工学グローバルス

テーションの枠組みを活用し、スタンフォード大学の放射線腫瘍学講

座（Department of Radiation Oncology）のグループの研究ユニット

を誘致し、最先端研究開発支援プログラム（FIRST）の成果である病

院陽子線治療センターを活かした国際的な研究と教育を推進する。

実際には、がん治療における放射線増感剤、低酸素細胞などの研

究、血中の微量DNA測定でがんの再発を早期に発見させる研究、定

位放射線治療や動体追跡陽子線治療の臨床研究、医学物理研究、放

射線生物学研究などを進める。また、北海道大学教員として着任した

スタンフォード大学の若手研究者達が医学研究院に常駐し、陽子線

治療センターを舞台として我々と共同研究を進める。さらに医学研究

院陽子線治療医学分野実験室にて放射線生物学の研究と大学院医

理工学院の教育を進める。

  ● 人対象医学研究推進分野

人対象医学研究推進分野では、健康の保持増進、患者の疾病から

の回復及び生活の質の向上に貢献するための人を対象とした医学

系研究を推進することを目的とする。具体的には、疫学研究の実績を

有する公衆衛生学教室及び人を対象とした研究に必須である医学

統計学教室を基盤教室とし、臨床研究支援に関する研究やレギュラ

トリーサイエンス研究を行う病院臨床研究開発センターを協力組織

とし、観察研究と介入研究の両面を推進することにより、健康に関す

る様々な事象の頻度及び分布並びにそれらに影響を与える要因を

把握するとともに、大学発のシーズの実用化に繋げるための臨床研

究を推進し、新しい医療の発展に貢献することを目的としている。

  ● 光バイオイメージング分野

光バイオイメージング分野は、光イメージング技術等を駆使しなが

ら、がん細胞などの運動性・浸潤性や代謝変化、治療抵抗性や免疫

逃避などの様々な特性とそれらの相互関係について解析し、背景の

メカニズムを明らかにすることを目指している。さらに、光イメージン

グを用いた生体内での癌細胞の増殖や転移の解析、臓器や組織に

おける特定遺伝子の発現状況のリアルタイム検出に関する研究、他

バイオイメージング技術による生体内の病的状態の画像研究も行

なっている。
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〔基盤教室〕
整形外科学教室

〔基盤教室〕
腫瘍病理学教室

再生医学・組織工学分野

〔連携教室〕
分子・細胞動態計測教室

〔基盤教室〕
分子生物学教室

光バイオイメージング分野

〔協力組織〕
病院臨床研究開発センター

〔基盤教室〕
公衆衛生学教室

〔基盤教室〕
医学統計学教室

人対象医学研究推進分野

〔協力組織〕
病院陽子線
治療センター

〔連携教室〕
陽子線治療医学教室

〔協力組織〕
工学研究院
量子理工学部門
応用量子ビーム
工学分野

〔基盤教室〕
放射線医理工学教室

陽子線治療研究分野

令和元年度連携研究センター　組織 令和元年度連携研究センター　分野概要

  ● 再生医学・組織工学分野

再生医学・組織工学分野は、腫瘍病理学教室、整形外科学教室を

基盤教室とし、ソフトマター研究を基盤とした合理的な関節機能再

生・再建医療、再生医療を実現するための新しい総合治療戦略の実

現に向けた組織構成となっている。この分野の研究の重要性は本学

や文部科学省から認められ、本学創成研究機構特定研究部門プロ

ジェクト「疑似生体組織ゲルの創製と軟骨医療への応用」（平成23年

度～）、運営費交付金特別経費プロジェクト「ソフト＆ウェットマテリ

アルが拓くライフイノベーション―高分子材料科学と再生医学の融

合拠点形成―」（平成25年度～）の支援を受け、これまで通り、北大先

端生命研究院、北大創成研究機構および産業技術総合研究所と密

に連携して学際的な研究を行っている。平成28年度からは、北大

GI-CoREに『ソフトマターグローバルステーション（GSS）』が発足し、

当部門の教員を含む海外・学内の先端的研究者による世界水準の

研究拠点が形成された。北海道大学が世界をリードする高分子材料

科学領域と再生・再建医学領域を融合する拠点として、生体軟組織

の機能を有するソフト＆ウェットマテリアルの創出、これを駆使した

生命現象の本質の学理的な解明、および先端治療医学への展開の

ための革新的治療医学研究を推進している。

  ● 陽子線治療研究分野

陽子線治療研究分野では、GI-CoREの量子医理工学グローバルス

テーションの枠組みを活用し、スタンフォード大学の放射線腫瘍学講

座（Department of Radiation Oncology）のグループの研究ユニット

を誘致し、最先端研究開発支援プログラム（FIRST）の成果である病

院陽子線治療センターを活かした国際的な研究と教育を推進する。

実際には、がん治療における放射線増感剤、低酸素細胞などの研

究、血中の微量DNA測定でがんの再発を早期に発見させる研究、定

位放射線治療や動体追跡陽子線治療の臨床研究、医学物理研究、放

射線生物学研究などを進める。また、北海道大学教員として着任した

スタンフォード大学の若手研究者達が医学研究院に常駐し、陽子線

治療センターを舞台として我々と共同研究を進める。さらに医学研究

院陽子線治療医学分野実験室にて放射線生物学の研究と大学院医

理工学院の教育を進める。

  ● 人対象医学研究推進分野

人対象医学研究推進分野では、健康の保持増進、患者の疾病から

の回復及び生活の質の向上に貢献するための人を対象とした医学

系研究を推進することを目的とする。具体的には、疫学研究の実績を

有する公衆衛生学教室及び人を対象とした研究に必須である医学

統計学教室を基盤教室とし、臨床研究支援に関する研究やレギュラ

トリーサイエンス研究を行う病院臨床研究開発センターを協力組織

とし、観察研究と介入研究の両面を推進することにより、健康に関す

る様々な事象の頻度及び分布並びにそれらに影響を与える要因を

把握するとともに、大学発のシーズの実用化に繋げるための臨床研

究を推進し、新しい医療の発展に貢献することを目的としている。

  ● 光バイオイメージング分野

光バイオイメージング分野は、光イメージング技術等を駆使しなが

ら、がん細胞などの運動性・浸潤性や代謝変化、治療抵抗性や免疫

逃避などの様々な特性とそれらの相互関係について解析し、背景の

メカニズムを明らかにすることを目指している。さらに、光イメージン

グを用いた生体内での癌細胞の増殖や転移の解析、臓器や組織に

おける特定遺伝子の発現状況のリアルタイム検出に関する研究、他

バイオイメージング技術による生体内の病的状態の画像研究も行

なっている。
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令和元年度教室別研究概要
再生医学・組織工学分野
基盤教室　腫瘍病理学教室
基盤教室　整形外科学教室

再生医学・組織工学分野は、腫瘍病理学教室、整形外科学教室を

基盤教室とし、合理的な関節機能再生・再建医療を実現するための

新しい総合治療戦略の実現に向けた研究を行っている。当分野で

は、１）生体軟組織が有する優れた生化学機能と力学機能を併せ持

つ新しいソフト＆ウェットマテリアル（高分子ゲル）の創出、２）これを

擬似生体軟組織として駆使した諸々の生命現象の本質の学理的解

明、および３）それらの成果を速やかに先端治療医学へ展開を図る

ことによる革新的な組織再生治療法や代替組織の開発を行ってお

り、世界をリードする成果を着実に上げつつある。

当分野では、北大先端生命研究院、北大創成研究機構および産業

技術総合研究所と連携して学際的な研究を進め、これまでに種々の

多機能ゲルを開発し、特にダブルネットワークゲル（DNゲル）には軟

骨表面置換材料だけでなく、生体内軟骨再生誘導能があることを報

告してきた。現在のDNゲルの改良する先端技術および次世代多機

能性ゲルの開発を並行して行っており、その手法の一つである分子

ステント法を用いてプロテオグリカン、コンドロイチン硫酸、ヒアルロ

ン酸などの生体高分子を複合化したDNゲルを開発し、これらの新規

DNゲルにはin vitroで高い軟骨再生誘導能があることを確認してい

る。さらにDNゲルの基本特性を変えることなく、ハイドロキシアパタイ

トナノ粒子をDNゲル表層にのみ複合化した「骨伝導能」と「軟骨再生

能」の両者を併せ持つ多機能HAp-DNゲルの開発に成功した。これま

でゲルの高い含水率のため、生体内で骨組織に固定・維持すること

が困難であり、ゲル材料の実用化において大きな課題となっていた

が、関節内埋植実験の詳細な観察（組織、TEM）により、ゲルの内部に

まで骨組織形成が進展し、ゲルと骨組織が完全に融合した構造を形

成することを明らかとした。これらの成果はInternational Union of 

Materials Research Societies - International Conference in Asia

（IUMRS-ICA）、Orthopaedic Research Societyそれぞれの学会より

受賞を受けるなど国際的に高く評価されている。DNゲルの優れた力

学物性・軟骨再生能に加え、生体内での骨との強固な接着の実現は

この新しい生体材料の医学への応用に大きな期待ができ、これらの

成果を速やかに先端治療医学へ展開を図ることによる革新的な組

織再生治療法や代替組織の開発等を行っている。

腫瘍病理学教室では、高機能ハイドロゲルを基盤としたがん幹細

胞標的・次世代型癌個別化医療の開発に向けて研究を推進・展開し

ている。がん幹細胞は、がん幹細胞ニッシェと呼ばれる特殊な生体内

環境に生存し、放射線療法や化学療法に対して治療抵抗性を示し再

発の原因となる。癌の根治を目指す治療戦略としてがん幹細胞に有

効な治療薬の適用が必要であるが、がん幹細胞の数の少なさと多様

性（ヘテロジェナイティ）から、これまでがん幹細胞の性状解析は困難

であった。当研究室では先行研究により、北大先端生命研究院のグ

ン博士らが開発したDNゲル上でがん細胞を培養すると、短時間で効

率的にがん幹細胞を誘導できることを見出した。DNゲルは負電荷を

有するPAMPS分子と高い弾性を与えるPDMAAm分子から構成され

る。DNゲル上でがん細胞を培養すると一日以内に幹細胞様sphere

（球塊）を形成し、幹細胞マーカーSox2、Oct3/4、Nanogの発現が上昇、

免疫不全マウスの脳内において腫瘍形成能力を獲得した。本技術を

用いることにより、各がん患者のがん幹細胞を積極的に誘導し解析

することが可能となる（特許出願番号：2017-028833。出願日：平成

29年2月20日）。

DNゲル誘導sphereでの癌幹細胞誘導率は30-50%であり、sphere

内でヘテロジェナイティを形成することから、当該年度はこの分子メ

カニズムを明らかにすべく、シングルセルレベルでの解析を実施し

た。国立がん研究センターの間野博行教授、高阪真路先生との共同

研究によるシングルセルRNA-Seqにより、DNゲル上培養膠芽腫細胞

は、古典的且つ技術的に確立されている脳腫瘍幹細胞濃縮法

（neruosphere法）で培養した細胞群と同一グループにクラスタリング

され、通常培養器材であるポリスチレンdish上培養細胞とは遺伝子

発現パターンが大きく乖離することが明らかとなった。DNゲル上培

養とneruosphere法では使用する培地・器材・培養期間が異なるが、

上記の結果は、DNゲルはその化学物性や力学特性により真の腫瘍

幹細胞を誘導する能力を有していることを示唆する。また、DNゲル上

培養癌細胞は2群に大別され、その片群では、幹細胞性（stemness）

と増殖能の両者を制御する遺伝子群の発現が亢進していることが明

らかとなり、幹細胞の誘導はstemnessと増殖の巧妙なバランスの上

に成立することを示唆する。

DNゲルは生体内癌組織の様々な環境を模倣することで、癌幹細胞

へのリプログラミング能を誘導すると示唆される。この能力と次世代

シークエンサーを用いたゲノム解析を組み合わせることにより、癌幹

細胞特異的な遺伝子発現パターンや遺伝子変異が同定され、さらに

ドラッグスクリーニングにより癌幹細胞に有効な治療薬の選定が可

能になると期待される。最終的に、癌の根治へ向けて、高分子ハイド

ロゲルを基盤としたプレシジョンメディシンを確立することを目指す。

整形外科学教室では高純度アルギン酸ゲルを用いた無細胞移植

軟骨再生医療に関する臨床パイロット治験が既に終了しており、重

篤な合併症を来すことなく良好な短期臨床成績を得ている。今年度

より有効性・安全性試験が開始予定であり、本格的な臨床応用の新

たなステージに突入している。現在では、本マテリアルの適応拡大を

目指して橋渡し研究を行っている。具体的には、椎間板および半月板

再生に関する研究を行っており、椎間板再生では当該年度より臨床

試験がスタートしており、また半月板分野では前臨床試験を開始して

いる。これらの研究成果を基盤として、新規医療材料の臨床応用を実

現するとともに新たな臨床適応の獲得を目指している。

光バイオイメージング分野
基盤教室　分子生物学教室
連携教室　分子・細胞動態計測教室

本研究分野では、乳癌や腎癌等の様々ながん種において低分子

量G蛋白質ARF6を中心とするシグナル経路が浸潤・転移を促進する

分子装置であることを明らかにしてきた(下図)。乳癌においては、機

能獲得型変異p53による細胞内メバロン酸代謝経路活性の亢進が

ARF6経路の活性化に関与し、浸潤・転移、薬剤耐性に関与すること

を見出してきた。腎明淡細胞癌では、リゾフォスファチジン酸 (LPA)と

そのG蛋白質共役受容体（7回膜貫通型受容体）がARF6経路の活性

化ひいては悪性度進展に寄与することを報告している。また、これら

に共通する下流因子として上皮－間充織形質転換（Epithelial- 

mesenchymal transition; EMT）に伴い誘導されるEPB41L5が関与

することをすでに示している。上流のメカニズムとしては、それぞれ、

RAB11bとその脂質修飾が重要であることを明らかにした。メバロン

酸代謝経路を介するRAB11bの脂質修飾およびARF6経路の活性化

については、当該代謝経路の阻害剤である種々のスタチンによりゲ

ラニルゲラニルピロリン酸の産生を抑制することで阻害が可能であ

り、結果として浸潤・転移および薬剤抵抗性を著しく減弱できること

を示している。

薬剤抵抗性のほかに治療を困難にする要因として、放射線抵抗性

があげられる。当研究室では，ARF6経路がインテグリンの制御を介

して細胞内ミトコンドリア動態を制御すること、それによって浸潤性に

必要な活性酸素種の産生能を維持しながら、ミトコンドリアの集積に

より誘発される活性酸素種の増幅を回避していることを明らかにし

た。さらに、このメカニズムを阻害してミトコンドリア集積を促すことに

より、活性酸素種の増大による放射線増感が可能であることを確認

しており、臨床への応用可能性を示した。

癌細胞による免疫回避能力の獲得は，癌細胞の増殖に有利に働

く。最新の研究成果として， PD-1(Programmed Cell Death-1)のリガ

ンドであるPD－L1の刺激依存的リサイクリングにARF6経路が深く関

与することを報告した。この結果は，免疫チェックポイント阻害薬の限

定的な著効率の原因の一端を解くことにつながる。

今後は，国際連携研究教育局(GI-CoRE)量子医理工学グローバル

ステーションとの連携をさらに強め、光イメージング技術を駆使しな

がら、がん細胞の悪性化や治療抵抗性に関わる分子基盤を明らかに

していく予定である。
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令和元年度教室別研究概要
再生医学・組織工学分野
基盤教室　腫瘍病理学教室
基盤教室　整形外科学教室

再生医学・組織工学分野は、腫瘍病理学教室、整形外科学教室を

基盤教室とし、合理的な関節機能再生・再建医療を実現するための

新しい総合治療戦略の実現に向けた研究を行っている。当分野で

は、１）生体軟組織が有する優れた生化学機能と力学機能を併せ持

つ新しいソフト＆ウェットマテリアル（高分子ゲル）の創出、２）これを

擬似生体軟組織として駆使した諸々の生命現象の本質の学理的解

明、および３）それらの成果を速やかに先端治療医学へ展開を図る

ことによる革新的な組織再生治療法や代替組織の開発を行ってお

り、世界をリードする成果を着実に上げつつある。

当分野では、北大先端生命研究院、北大創成研究機構および産業

技術総合研究所と連携して学際的な研究を進め、これまでに種々の

多機能ゲルを開発し、特にダブルネットワークゲル（DNゲル）には軟

骨表面置換材料だけでなく、生体内軟骨再生誘導能があることを報

告してきた。現在のDNゲルの改良する先端技術および次世代多機

能性ゲルの開発を並行して行っており、その手法の一つである分子

ステント法を用いてプロテオグリカン、コンドロイチン硫酸、ヒアルロ

ン酸などの生体高分子を複合化したDNゲルを開発し、これらの新規

DNゲルにはin vitroで高い軟骨再生誘導能があることを確認してい

る。さらにDNゲルの基本特性を変えることなく、ハイドロキシアパタイ

トナノ粒子をDNゲル表層にのみ複合化した「骨伝導能」と「軟骨再生

能」の両者を併せ持つ多機能HAp-DNゲルの開発に成功した。これま

でゲルの高い含水率のため、生体内で骨組織に固定・維持すること

が困難であり、ゲル材料の実用化において大きな課題となっていた

が、関節内埋植実験の詳細な観察（組織、TEM）により、ゲルの内部に

まで骨組織形成が進展し、ゲルと骨組織が完全に融合した構造を形

成することを明らかとした。これらの成果はInternational Union of 

Materials Research Societies - International Conference in Asia

（IUMRS-ICA）、Orthopaedic Research Societyそれぞれの学会より

受賞を受けるなど国際的に高く評価されている。DNゲルの優れた力

学物性・軟骨再生能に加え、生体内での骨との強固な接着の実現は

この新しい生体材料の医学への応用に大きな期待ができ、これらの

成果を速やかに先端治療医学へ展開を図ることによる革新的な組

織再生治療法や代替組織の開発等を行っている。

腫瘍病理学教室では、高機能ハイドロゲルを基盤としたがん幹細

胞標的・次世代型癌個別化医療の開発に向けて研究を推進・展開し

ている。がん幹細胞は、がん幹細胞ニッシェと呼ばれる特殊な生体内

環境に生存し、放射線療法や化学療法に対して治療抵抗性を示し再

発の原因となる。癌の根治を目指す治療戦略としてがん幹細胞に有

効な治療薬の適用が必要であるが、がん幹細胞の数の少なさと多様

性（ヘテロジェナイティ）から、これまでがん幹細胞の性状解析は困難

であった。当研究室では先行研究により、北大先端生命研究院のグ

ン博士らが開発したDNゲル上でがん細胞を培養すると、短時間で効

率的にがん幹細胞を誘導できることを見出した。DNゲルは負電荷を

有するPAMPS分子と高い弾性を与えるPDMAAm分子から構成され

る。DNゲル上でがん細胞を培養すると一日以内に幹細胞様sphere

（球塊）を形成し、幹細胞マーカーSox2、Oct3/4、Nanogの発現が上昇、

免疫不全マウスの脳内において腫瘍形成能力を獲得した。本技術を

用いることにより、各がん患者のがん幹細胞を積極的に誘導し解析

することが可能となる（特許出願番号：2017-028833。出願日：平成

29年2月20日）。

DNゲル誘導sphereでの癌幹細胞誘導率は30-50%であり、sphere

内でヘテロジェナイティを形成することから、当該年度はこの分子メ

カニズムを明らかにすべく、シングルセルレベルでの解析を実施し

た。国立がん研究センターの間野博行教授、高阪真路先生との共同

研究によるシングルセルRNA-Seqにより、DNゲル上培養膠芽腫細胞

は、古典的且つ技術的に確立されている脳腫瘍幹細胞濃縮法

（neruosphere法）で培養した細胞群と同一グループにクラスタリング

され、通常培養器材であるポリスチレンdish上培養細胞とは遺伝子

発現パターンが大きく乖離することが明らかとなった。DNゲル上培

養とneruosphere法では使用する培地・器材・培養期間が異なるが、

上記の結果は、DNゲルはその化学物性や力学特性により真の腫瘍

幹細胞を誘導する能力を有していることを示唆する。また、DNゲル上

培養癌細胞は2群に大別され、その片群では、幹細胞性（stemness）

と増殖能の両者を制御する遺伝子群の発現が亢進していることが明

らかとなり、幹細胞の誘導はstemnessと増殖の巧妙なバランスの上

に成立することを示唆する。

DNゲルは生体内癌組織の様々な環境を模倣することで、癌幹細胞

へのリプログラミング能を誘導すると示唆される。この能力と次世代

シークエンサーを用いたゲノム解析を組み合わせることにより、癌幹

細胞特異的な遺伝子発現パターンや遺伝子変異が同定され、さらに

ドラッグスクリーニングにより癌幹細胞に有効な治療薬の選定が可

能になると期待される。最終的に、癌の根治へ向けて、高分子ハイド

ロゲルを基盤としたプレシジョンメディシンを確立することを目指す。

整形外科学教室では高純度アルギン酸ゲルを用いた無細胞移植

軟骨再生医療に関する臨床パイロット治験が既に終了しており、重

篤な合併症を来すことなく良好な短期臨床成績を得ている。今年度

より有効性・安全性試験が開始予定であり、本格的な臨床応用の新

たなステージに突入している。現在では、本マテリアルの適応拡大を

目指して橋渡し研究を行っている。具体的には、椎間板および半月板

再生に関する研究を行っており、椎間板再生では当該年度より臨床

試験がスタートしており、また半月板分野では前臨床試験を開始して

いる。これらの研究成果を基盤として、新規医療材料の臨床応用を実

現するとともに新たな臨床適応の獲得を目指している。

光バイオイメージング分野
基盤教室　分子生物学教室
連携教室　分子・細胞動態計測教室

本研究分野では、乳癌や腎癌等の様々ながん種において低分子

量G蛋白質ARF6を中心とするシグナル経路が浸潤・転移を促進する

分子装置であることを明らかにしてきた(下図)。乳癌においては、機

能獲得型変異p53による細胞内メバロン酸代謝経路活性の亢進が

ARF6経路の活性化に関与し、浸潤・転移、薬剤耐性に関与すること

を見出してきた。腎明淡細胞癌では、リゾフォスファチジン酸 (LPA)と

そのG蛋白質共役受容体（7回膜貫通型受容体）がARF6経路の活性

化ひいては悪性度進展に寄与することを報告している。また、これら

に共通する下流因子として上皮－間充織形質転換（Epithelial- 

mesenchymal transition; EMT）に伴い誘導されるEPB41L5が関与

することをすでに示している。上流のメカニズムとしては、それぞれ、

RAB11bとその脂質修飾が重要であることを明らかにした。メバロン

酸代謝経路を介するRAB11bの脂質修飾およびARF6経路の活性化

については、当該代謝経路の阻害剤である種々のスタチンによりゲ

ラニルゲラニルピロリン酸の産生を抑制することで阻害が可能であ

り、結果として浸潤・転移および薬剤抵抗性を著しく減弱できること

を示している。

薬剤抵抗性のほかに治療を困難にする要因として、放射線抵抗性

があげられる。当研究室では，ARF6経路がインテグリンの制御を介

して細胞内ミトコンドリア動態を制御すること、それによって浸潤性に

必要な活性酸素種の産生能を維持しながら、ミトコンドリアの集積に

より誘発される活性酸素種の増幅を回避していることを明らかにし

た。さらに、このメカニズムを阻害してミトコンドリア集積を促すことに

より、活性酸素種の増大による放射線増感が可能であることを確認

しており、臨床への応用可能性を示した。

癌細胞による免疫回避能力の獲得は，癌細胞の増殖に有利に働

く。最新の研究成果として， PD-1(Programmed Cell Death-1)のリガ

ンドであるPD－L1の刺激依存的リサイクリングにARF6経路が深く関

与することを報告した。この結果は，免疫チェックポイント阻害薬の限

定的な著効率の原因の一端を解くことにつながる。

今後は，国際連携研究教育局(GI-CoRE)量子医理工学グローバル

ステーションとの連携をさらに強め、光イメージング技術を駆使しな

がら、がん細胞の悪性化や治療抵抗性に関わる分子基盤を明らかに

していく予定である。
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陽子線治療研究分野
基盤教室　放射線医理工学教室
連携教室　陽子線治療医学教室
協力組織　工学研究院量子理工学部門応用量子ビーム工学分野

協力組織　病院陽子線治療センター

陽子線治療研究分野では、世界で初めて開発した「分子追跡陽

子線治療装置」等の実績と、量子医理工学グローバルステーション

により米国スタンフォード大学から誘致した研究ユニットを活かし、

がん治療技術のイノベーションを創出し、世界に還元することを目

的とする。

陽子線治療装置を活用して、がん細胞への治療効果の増強、低

酸素細胞の研究、正常組織の防護薬などの生物学的研究を行う。

動体追跡陽子線治療に関する医学物理学的な研究のために、コン

ピュータを使ったシミュレーション研究を行う。さらに北海道大学病

院と連携して、スタンフォード大学との国際共同臨床研究を行い、イ

ンパクトの大きな医学研究を遂行する。

スタンフォード大学の研究ユニットは、現在の放射線治療の90％

を占めるリニアックを用いた高エネルギーＸ線治療を西半球で初

めて実施した。同講座の主任教授で放射線腫瘍医である

Quynh-Thu Le教授、放射線生物学で高名なAmato Giaccia教授、

医学物理学で高名なLei Xing教授らがGI-CoREのメンバーになっ

ており、彼らの指導のもとに、本研究院で強力な研究を進める。ま

た、GI-CoREの研究活動と医理工学院の教育活動の一環として、8

月には第6回GI-CoRE医学物理サマースクール/北海道サマーイン

スティチュート、第2回GI-CoRE放射線生物サマースクール/北海道

サマーインスティチュートを開催する。さらに、医学研究院・歯学部・

医理工学院・北海道大学病院・GI-CoREに所属するスタッフが共同

で、英語による放射線生物のジャーナルクラブを毎月開催しており、

最先端研究の活発なディスカッションを通して、北大内における学

部学生・大学院生の教育も積極的に行っている。

本分野は、量子医理工学グローバル·ステーションの枠組みを活

用し、北海道大学病院や工学研究院、理学院、保健科学院との連携

で研究と教育を進めていく。同ステーションは、がん治療に係る医

学や医学物理学、生物学などの大学院生への教育はもちろん、学部

教育への貢献も期待されており、本研究院のミッションの再定義に

沿った優れた研究と教育を推進していく。

北海道大学病院陽子線治療センター 動体追跡陽子線治療装置

人対象医学研究推進分野
基盤教室　公衆衛生学教室
基盤教室　医学統計学教室
協力組織　病院臨床研究開発センター

基盤教室：公衆衛生学教室

公衆衛生学教室は、胎児・新生児から高齢者まで、健康な人も病気

を抱えている人も社会で生活するすべての人々を対象として、身体

的・精神的健康を守り増進するための研究と実践活動を行っている。

教室では、疫学的手法を用いて主体的に人を対象としたフィールド

研究、コホート研究を実施するのみならず、研究が適切に行われるよ

う学内外の研究者からの研究デザイン相談等にも応じている。

基盤教室：医学統計学教室

医学統計学・生物統計学（Biostatisics）は、生物を対象としたデー

タのとり方、解析方法を考える学問です。実際に利用する上で必要と

なる、解析結果がわかりやすく解釈できることを大切にします。当教

室では、特に医学分野への応用を念頭に置くことが中心です。教室の

ポリシーとして、好奇心を大事にすることと、研究を通して健康問題

に挑戦する意識を大事にすることを掲げています。

生物統計学のなかでも、（1）予測モデル構築のための方法論開

発、（2）臨床試験デザインの開発を中心に研究を行っています。（1）

に関して、個別化医療がキーワードに挙げられてずいぶん経ちます

が、従来の患者重症度判定だけではなく、個人ごとの予後予測をな

るべく精確に行いたい臨床的要求は増すばかりです。診断時のみな

らず、患者経過を加味しながら将来の予後を動的に予測すること、死

亡や再発といった単一のイベント発生のみならず、繰り返し再発や、

重篤なイベント発生前の途中のイベントのような複雑なアウトカムに

対応するための方法論開発を行っています。（2）に関して、臨床試験

は患者にとって治療選択の自由を奪うある種の人体実験ですから、

十分な意思決定・解釈を行えるだけのなるべく小さなサンプルサイ

ズで試験実施したい要求があります。最近では開発する薬剤を複数

の部位に対して効果を検討することや、バイオマーカーを用いて効

果の高い集団を絞り込むような複雑なデザインの下で開発が進んで

います。また、アカデミアを中心に希少疾患に対し、何らかのエビデン

スを創出するために、サンプルサイズが小さく制限された下で、なる

べく適切な意思決定を行うためのデザインが必要とされています。こ

れら臨床試験デザインの方法論を開発しています。他にも生物統計

コンサルテーシヨンを通して、臨床家と共同研究を数多く実施してい

ます。

協力組織：病院臨床研究開発センター

北海道大学病院は、医療法に基づく臨床研究中核病院として認定

され、新規医療技術の開発と国際水準の臨床研究の実施をミッショ

ンとしているが、本組織は病院においてその中心的役割を果たして

いる。また、文部科学省「橋渡し研究戦略的推進プログラム」にも採択

され、橋渡し研究の推進にも寄与している。本組織は、医学統計学分

野、評価科学分野と連携して、本学の研究者のシーズの実用化に向

けた取り組みを支援している。

本組織は研究支援として、再生医療製品等を含めた医師主導治験

を計画、立案、規制当局への対応支援を行い、実際の治験の運用と

データマネジメント等の業務支援を実施している。また、治験以外の

研究者主導臨床試験の品質向上に関する支援も積極的に行ってい

る。これらの業務支援を通して得た先進医療マネジメントの手法やノ

ウハウを、学部学生、大学院生および研究者への教育に反映させ、本

学における本分野の推進に尽力している。

また、本組織では、大学発のシーズを臨床応用につなげ医療イノ

ベーションを推進するための一環として、レギュラトリーサイエンスの

観点から開発助言を行うとともに、そのベースとなるレギュラトリーサ

イエンス研究を推進しており、主に①バイオ後続品のデータパッケー

ジ、②少数の被験者でも合理的に有効性・安全性を評価するための

留意事項、③再生医療等製品（含：遺伝子治療製品）の臨床試験の開

始に必要とされる要件、④核酸医薬品の非臨床安全性評価について

検討を行っている。加えて、医薬品や医療機器等の開発ガイドライン

の作成はレギュラトリーサイエンスの重要な役割であり、種々のガイ

ドラインの作成にも携わっている。
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陽子線治療研究分野
基盤教室　放射線医理工学教室
連携教室　陽子線治療医学教室
協力組織　工学研究院量子理工学部門応用量子ビーム工学分野

協力組織　病院陽子線治療センター

陽子線治療研究分野では、世界で初めて開発した「分子追跡陽

子線治療装置」等の実績と、量子医理工学グローバルステーション

により米国スタンフォード大学から誘致した研究ユニットを活かし、

がん治療技術のイノベーションを創出し、世界に還元することを目

的とする。

陽子線治療装置を活用して、がん細胞への治療効果の増強、低

酸素細胞の研究、正常組織の防護薬などの生物学的研究を行う。

動体追跡陽子線治療に関する医学物理学的な研究のために、コン

ピュータを使ったシミュレーション研究を行う。さらに北海道大学病

院と連携して、スタンフォード大学との国際共同臨床研究を行い、イ

ンパクトの大きな医学研究を遂行する。

スタンフォード大学の研究ユニットは、現在の放射線治療の90％

を占めるリニアックを用いた高エネルギーＸ線治療を西半球で初

めて実施した。同講座の主任教授で放射線腫瘍医である

Quynh-Thu Le教授、放射線生物学で高名なAmato Giaccia教授、

医学物理学で高名なLei Xing教授らがGI-CoREのメンバーになっ

ており、彼らの指導のもとに、本研究院で強力な研究を進める。ま

た、GI-CoREの研究活動と医理工学院の教育活動の一環として、8

月には第6回GI-CoRE医学物理サマースクール/北海道サマーイン

スティチュート、第2回GI-CoRE放射線生物サマースクール/北海道

サマーインスティチュートを開催する。さらに、医学研究院・歯学部・

医理工学院・北海道大学病院・GI-CoREに所属するスタッフが共同

で、英語による放射線生物のジャーナルクラブを毎月開催しており、

最先端研究の活発なディスカッションを通して、北大内における学

部学生・大学院生の教育も積極的に行っている。

本分野は、量子医理工学グローバル·ステーションの枠組みを活

用し、北海道大学病院や工学研究院、理学院、保健科学院との連携

で研究と教育を進めていく。同ステーションは、がん治療に係る医

学や医学物理学、生物学などの大学院生への教育はもちろん、学部

教育への貢献も期待されており、本研究院のミッションの再定義に
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の作成はレギュラトリーサイエンスの重要な役割であり、種々のガイ

ドラインの作成にも携わっている。
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連携研究センターで展開されている主たる研究プロジェクトの概要

　北海道大学の強み・特色を活かした国際連携研究・教育の推進

と、部局が独自に進める国際連携研究・教育の支援を目的とし、世界

トップレベルの教員を国内外及び学内から結集した総長直轄の教員

組織として、平成26年4月、国際連携研究教育局（GI-CoRE）が設置さ

れた。平成27年度は既に米国スタンフォード大学から4名の研究者

を招へいしている。

GI-CoREの特色は以下の通りである。

1）GI-CoRE 内に置かれているグローバルステーションに、国内外か

ら世界トップレベルの教育研究ユニットを誘致し、学内関連分野

の世界トップレベル教員とともに、国際連携研究・教育を推進。

2）研究費等を重点的に配分。

3）所属教員には、新たな人事・給与制度等を適用。

4）教育研究に集中できる環境を構築するため、所属教員の管理運営

業務を免除。

5）教育研究成果を、全学的な組織改革に活かす。

○以下の６つのグローバルステーションを設置。

1）量子医理工学グローバルステーション（平成26年4月設置）

2）人獣共通感染症グローバルステーション（平成26年4月設置）

3）食水土資源グローバルステーション（平成27年4月設置）

4）ソフトマターグローバルステーション（平成28年4月設置）

5）ビッグデータ・サイバーセキュリティグローバルステーション（平

成28年4月設置）

6）北極域研究グローバルステーション（平成28年4月設置）

  

○各グローバルステーションにステーション長を置き、関連分野の中

核となる教員をもって充てる。

○実際の研究活動は、以下の関連部局において実施する。

1）量子医理工学グローバルステーション…医学研究院、北海道大

学病院陽子線治療センター

2）人獣共通感染症グローバルステーション…獣医学研究院、人獣

共通感染症リサーチセンター

3）食水土資源グローバルステーション…農学研究院

4）ソフトマターグローバルステーション…先端生命科学研究院

5）ビッグデータ･サイバーセキュリティグローバルステーション…

情報科学研究科、情報基盤センターと北海道大学病院

6）北極域研究グローバルステーション…北極域研究センター

○教員配置

1）国内外から招へいした教員は、クロス・アポイントメント制度を

活用し、GI-CoRE に配置する。これらの教員は原則GI-CoRE に

所属するが、実情に応じて関連部局等を兼務することができる。

2）学内の部局等に所属する関連分野の中核となる教員を

GI-CoRE に配置する。

＊GI-CoREホームページ

　http://gi-core.oia.hokudai.ac.jp/

国際連携研究教育局（GI-CoRE）

平成30年度連携研究センター業績
ANNUAL REPORT 2018
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分子・細胞イメージング分野
分野長　吉岡　充弘

再生医学・組織工学分野
分野長　田中　伸哉

光バイオイメージング分野
分野長　佐邊　壽孝

陽子線治療研究分野
分野長　白𡈽　博樹

人対象医学研究推進分野
分野長　玉腰　暁子

〔基盤教室〕
核医学教室
 特任教授／白𡈽　博樹（兼）
 准 教 授／志賀　哲
 助　　教／平田　健司

〔連携教室〕
機能画像科学教室
 教　　授／吉岡　充弘（兼）
 特任助教／小林　健太郎
 特任助教／渡邊　史郎

〔基盤教室〕
腫瘍病理学教室
 教 　 授／田中　伸哉
 准 教 授／津田　真寿美

〔基盤教室〕
整形外科学教室
 教　　授／岩崎　倫政
 講　　師／小野寺　智洋
 助　　教／テルカウィ アラー
 特任助教／角家　健

〔基盤教室〕
分子生物学教室
 教　　授／佐邊　壽孝
 講　　師／小野寺　康仁
 講　　師／及川　司
 助　　教／橋本　あり

〔基盤教室〕
放射線医学教室
 教　　授／白𡈽　博樹（兼）

〔基盤教室〕
放射線治療医学分教室
 教　　授／清水　伸一
 特任助教／西岡　健太郎　

〔連携教室〕
陽子線治療医学教室
 講　　師／南　璡旼
 　　　　　（GI-CoRE）

〔協力組織〕
工学研究院量子理工学部門
応用量子ビーム工学分野
 教　　授／梅垣　菊男
 准 教 授／松浦　妙子

〔協力組織〕
病院陽子線治療センター
 助　　教／高尾　聖心

〔協力組織〕
病院分子追跡放射線
医療寄附研究部門
 特任准教授／小橋　啓司

〔連携教室〕
分子・細胞動態計測教室
 特任助教／Kenneth Sutherland

〔基盤教室〕
公衆衛生学教室
 教　　授／玉腰　暁子
 准 教 授／中村　幸志
 助　　教／趙　文静

〔基盤教室〕
医学統計学教室
 客員准教授／伊藤　陽一

〔協力組織〕
病院臨床研究開発センター
 教　　授／佐藤　典宏
 教　　授／荒戸　照世

平成30年度連携研究センター　構成員

ANNUAL REPORT 2018
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分子・細胞イメージング分野
核医学教室
機能画像科学教室

第91回機能画像診断セミナー
PETの新しい理解に向けて 平成30年 6 月14日1

第92回機能画像診断セミナー
悪性褐色細胞腫・パラガングリオーマに対する標的アイソト－プ治療 平成30年 7 月 9 日2

第93回機能画像診断セミナー
FDG PET-CTでみられる小腸の局所集積は異常か生理的か 平成30年 9 月10日3

第94回機能画像診断セミナー
AIとともに診断する時代に向けて 平成30年11月12日4

第95回機能画像診断セミナー
Radiotheranosticsについて 平成31年 1 月21日5

第96回機能画像診断セミナー
非悪性病変のFDG集積 平成31年 3 月11日6

公衆衛生学教室

医学統計学教室

人対象医学研究推進分野

公衆衛生学教室特別セミナー

公衆衛生学教室特別セミナー

公衆衛生学教室特別セミナー

札幌

札幌
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陽子線治療研究分野
THE 2nd GI-CoRE GSQ, GSB, & IGM JOINT SYMPOSIUM: Quantum, Informatics, 
Biology & Medicine(The 6th GSQ Symposium & the 2nd GSB Symposium)

4D Treatment Workshop for Particle Therapy 2018

Recent publications from SMC on selective neck irradiation in nasopharynx 
cancer and trimodality therapy in stage III lung cancer by Prof. Yong Chan Ahn
第13回北海道大学医学研究院連携研究センター研究成果発表会
Postmortem/Ex vivo Imaging, Machine/Deep Learning, Radiomics, and Future 
of Radiology by Prof. Udo Hoffmann

分子追跡放射線医療シンポジウム

札幌

札幌

札幌

札幌

札幌

札幌

平成30年  8月7～8日

平成30年12月7～8日

平成30年10月17日

平成30年11月  7日

平成31年  2月  8日

平成31年  2月28日

1

2

3

4

5

6

第7回北海道疫学交流会 札幌 平成30年11月27日１

北海道大学病院　市民公開講座 札幌 平成30年11月18日１

研究集会「臨床研究・疫学研究の統計的問題点の共有と解決法の模索」開催 札幌 平成31年 2 月17日１

ANNUAL REPORT 2018

第１３回　北海道大学医学研究院連携研究センター
研究成果発表会

プログラム

1． センター長挨拶（13：25～13：30）

2． 各分野報告（13：30～15：45）

 （1） 分子・細胞イメージング分野 ： 座長　志賀　哲（13：30～14：00）

  「11C-メチオニンPETによる脳腫瘍診断および18F-DiFAによる低酸素イメージング」　　 　

    演者　小林　健太郎

 （2） 光バイオイメージング分野 ： 座長　佐邊　壽孝（14：00～14：30）

  「Arf6経路による癌浸潤と放射線耐性の亢進および両立」

    演者　小野寺　康仁

 （3） 陽子線治療研究分野 ： 座長　南　ジンミン（14：30～15：00）

  「陽子線照射による生物学的影響」

    演者　皆巳　和賢

   ―  休憩（15分） ―

 （4） 人対象医学研究推進分野 ： 座長　玉腰　暁子（15：15～15：45）

  「医薬品開発・規制の隙間を埋める～mRNA療法やエクソソームの規制をどう考えるか～」

    演者　荒戸　照世

 （5） 再生医療・組織工学分野 ： 座長　津田　真寿美（15：45～16：15）

  「高純度硬化性ゲルを用いた低侵襲軟骨再生治療法の開発」

    演者　小野寺　智洋

3． 特別講演（16：15～17：00） ： 座長　田中　伸哉

  「癌と繊維化疾患の進展における微小環境（間質）の重要性と分子メカニズム」

   演者　榎本　篤（名古屋大学大学院医学系研究科　腫瘍病理学　准教授）

平成30年度　研究セミナー

〇連携研究センター全体

日　時　　平成30年11月7日（水）　13：25～17：00
場　所　　北海道大学医学部中研究棟3階共通セミナー室3-1
　　　　　札幌市北区北15条西7丁目

〇その他
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●核医学教室
●機能画像科学教室

英文原著論文
（1） Furuya S, Iwasaki M, Yokohama T, Ohura D, Okuaki T. 

Highly Accurate Analysis of the Cervical Neural Tract of 
the Elderly Using ZOOM DTI. Neurospine. 2018 Jun;15
(2):169-174. 

（2） Yamaguchi S, Ishi Y, Motegi H, Okamoto M, Kobayashi 
H, Hirata K, Oda Y, Tanaka S, Terasaka S, Houkin K: The 
prognostic improvement of add-on bevacizumab for 
progressive disease during concomitant temozolomide 
and radiation therapy in the patients with glioblastoma 
and anaplastic astrocytoma. J Neurosurg Sci. 2018 Jul 
9. doi: 10.23736/S0390-5616.18.04463-6. [Epub 
ahead of print]

（3） Abiko K, Shiga T, Katoh C, Hirata K, Kuge Y, Kobayashi 
K, Ikeda S, Ikoma K: Relationship between intelligence 
quotient (IQ) and cerebral metabolic rate of oxygen in 
pat ients with neurobehavioural disabil i ty after 
t r a uma t i c  b r a i n  i n j u r y .  B r a i n  I n j .  2 018 ; 32
(11):1367-1372. doi: 10.1080/02699052.2018. 
1496478. Epub 2018 Jul 16.

（4） Kitao T, Shiga T, Hirata K, Sekizawa M, Takei T, 
Yamashiro K, Tamaki N: Volume-based parameters on 
FDG PET may predict the proliferative potential of 
soft-tissue sarcomas. Ann Nucl Med. 2018 Sep 8. doi: 
10.1007/s12149-018-1298-0. [Epub ahead of print]

（5） Shimizu Y, Zhao S, Yasui H, Nishijima KI, Matsumoto H, 
Shiga T, Tamaki N, Ogawa M, Kuge Y: A Novel PET 
Probe "[18F]DiFA" Accumulates in Hypoxic Region via 
G lutath ione Conjugat ion Fo l lowing Reduct ive  
Metabolism. Mol Imaging Biol. 2018 May 29. doi: 
10.1007/s11307-018-1214-y. [Epub ahead of print] 
PMID: 29845425

（6） Komatsu Y, Nishijima K, Oomagari S, Kanai Y, Naka S, 
Higashikawa K, Ebita Y, Shiga T, Hatazawa J, Tamaki N, 
Kuge Y: Measurement of Iodine-Derived Contamination 
in L-[11C]Methionine Injection. RADIOISOTOPES, 2018; 
67, 75-83.

（7） Yamasaki K, Yamashita A, Zhao Y, Shimizu Y, Nishii R, 
Kawai K, Tamaki N, Zhao S, Asada Y, Kuge Y: In Vitro 
Uptake and Metabolism of [14C]Acetate in Rabbit 
Atherosc lerot ic  Ar ter ies :  B io log ica l  Bas i s  for  
Atherosclerosis Imaging with [11C]Acetate. Nucl Med 
Biol. 2018; 56: 21-25.

（8） Sato J, Kitagawa Y, Watanabe S, Asaka T, Ohga N, 
Hirata K, Shiga T, Satoh A, Tamaki N: Hypoxic volume 
evaluated by 18F-fluoromisonidazole positron emission 

tomography (FMISO-PET) may be a prognostic factor in 
patients with oral squamous cell carcinoma: preliminary 
analyses .  Int  J  Ora l  Maxi l lo fac  Surg .  2018;47
(5):553-560. DOI: 10.1016/j.ijom.2017.09.007.

（9） Nishii R, Nagamachi S, Mizutani Y, Terada T, Kiyohara S, 
Wakamatsu H, Fujita S, Higashi T, Hirai T, Yoshinaga K, 
Saga T: Do TSH, FT3 and FT4 impact BAT visualization 
of clinical FDG-PET/CT images?:Contrast Media Mol 
Imaging Volume 2018, Article ID 4898365, 9 pages

英文総説・ガイドライン
（総説）
（1） Kitagawa Y, Ohga N, Asaka T, Sato J, Hata H, Helman J, 

Tsuboi K,  Amizuka N, Kuge Y, Shiga T :  Imaging 
modalities for drug-related osteonecrosis of the jaw (3), 
Positron emission tomography imaging for the 
diagnosis of medication-related osteonecrosis of the 
jaw. Jpn Dent Sci Rev. 2019 Nov;55(1):65-70. DOI: 
10.1016/j.jdsr.2018.12.001.

和文論文・総説
（総説）
（1） 真鍋治、渡邊史郎、小林健太郎、平田健司：「メトトレキサー

ト関連疾患に対するFDG　PET/CTの役割」、臨床画像、
Vol．38 No.7, 689-694、2018

（2） 平田健司、志賀哲：「核医学におけるAI診断を目指して：テ
クスチャー解析とディープ・ラーニング」、臨床核医学、
2018 Vol.51 No.３，43-46

（3） 久下裕司、東川　桂、岡本祥三、志賀　哲：Nuclear　
Medicine Today 2018 最新トピックスから探る核医学の現
在と未来 Ⅳ. Theranosticsに向けた研究開発の最新トピッ
クス 5.68Ge/68Gaジェネレータを用いるPET薬剤の研究
開発と将来展望。INNERVISION， 33(11), 58-61, 2018.

（4） 岡本祥三、志賀　哲、久下裕司：Nuclear Medicine Today 
2018 最新トピックスから探る核医学の現在と未来 Ⅳ． 
Theranosticsに向けた研究開発の最新トピックス 4．前立
腺がんに対するPSMA-PETとPSMAによるアイソトープ治療
の最新動向。INNERVISION, 33(11), 55-57, 2018.

（5） 平田健司、志賀哲：「核医学画像のradiomics」、インナービ
ジョン2018年11月号（33・11)、31-34

（6） 平田健司、志賀哲：「核医学画像のRadiomics」、日本放射
線技術学会雑誌、2018年74巻11号p.1368-1376

（7） 北川善政，佐藤　淳，大賀則孝，浅香卓哉，竹内康人，犬伏
正幸，久下裕司，志賀　哲：口腔癌における低酸素分子イ
メージング。お茶の水醫學雑誌　66：193―211,　2018.

症例報告
（英文）
（1） Furuya S, Manabe O, Nanbu T, Yamashita N, Shinnno Y, 

Kasai K, Kroenke M, Tamaki N. Renal Mucinous Tubular 
and Spindle Cell Carcinoma Shows a High Uptake on 
1 8F -FDG PET/CT.  Intern Med.  2018 Apr  15;57

(8):1131-1134.
（2） Fujita Y, Natsuga K, Manabe O, Hirata K, Shimizu H. A 

Nodular Lesion of the Foot Detected by 18F-FDG 
PET/CT in Mycosis Fungoides: A Plantar Wart. Clin Nucl 
Med. 2019 Mar;44(3):244-245.

（3） Tsuneta S, Oyama-Manabe N, Takeda A, Taniguchi K, 
Manabe O. The detection of retrograde flow from the 
left anterior descending artery into the main pulmonary 
artery by 4D-flow cardiac magnetic resonance in a 
patient with Bland-White-Garland syndrome. Eur Heart 
J Cardiovasc Imaging. 2019 Apr 1;20(4):488.

（4） Ohga N, Sato J, Asaka T, Morimoto M, Yamazaki Y, 
Kitagawa Y: Successful conservative treatment of jaw 
osteonecrosis caused by denosumab in patients with 
mult ip le  bone metastas is .  J  Ora l  Sc i .  2018;60
(1):159-162. DOI: 10.2334/josnusd.17-0027.

国際学会発表
（国際学会：教育講演、シンポジウム等）
（1） Watanabe S, Shiga T, Magota K, Hirata K, Okamoto S, 

Toyonaga T, Higashikawa K, Yasui H, Kobayashi K, 
Nishijima K, Iseki K, Matsumoto H, Kuge Y, Tamaki N: 
18F-DiFA, a new hypoxic imaging PET probe:  A first 
human study in healthy subjects. 12th World Congress 
of the World Federation of Nuclear Medicine and 
Biology, Melbourne, AUS,20-24 April 2018

（2） Furuya S, Hirata K, Manabe O, Ohira H, Naya M, Aikawa 
T, Koyanagawa K, Tsujino I, Kudo K, Shiga T: Exploring 
the opt imal reference to est imate the effect of  
anti-inflammatory therapy for the cardiac sarcoidosis 
-metabolic volume assessment of FDG PET- SNMMI, 
Philadelphia, USA Jun23-26, 2018

（3） Togo R, Hirata K, Manabe O, Ohira H, Tsujino I, Ogawa 
T, Haseyama M, Shiga T: Use of deep convolutional 
neural network-based features for detection of cardiac 
sarcoidosis from polar map.SNMMI, Philadelphia, USA 
Jun23-26, 2018

（4） Hirata K,  Manabe O,  Kobayash K,  Watanabe S ,  
Toyonaga T, Furuya S, Magota K, Tamaki N, Shiga T: 
Radiomics approach with texture analysis to overcome 
inter-scanner image variability - a simulation study 
target ing mul t i -center  c l in ica l  t r ia ls .  SNMMI,  
Philadelphia, USA, Jun23-26, 2018

（5） Watanabe S, Hirata K, Manabe O, Kobayashi K, Furuya 
S, Shiga T: A radiomics approach to discriminate lung 
cancer from pneumonia on FDG PET-CT. SNMMI, 
Philadelphia, USA Jun23-26, 2018

（6） Yoshinaga K, Fujii S, Ito Y.M, Nishio S, Ochi N, Katoh C, 
Inoue M, Nishida M, Manabe O, Tamaki N: Molecular 
Determinants of Functional and Fibrotic Changes by 
Novel Automated Oscillometric Approach to Measure 
Brachial Artery Vascular Volume Elastic Modulus. 

APSTH, Sapporo Japan, Jun 28-30, 2018  
（7） Kawauchi K, Hirata K,  Katoh C: Strategy to develop 

convolutional neural network-based classifier for 
diagnosis of whole-body FDG PET images. SNMMI, 
Philadelphia, USA Jun23-26,2018　

（8） Kawauchi K, Hirata K, Katoh C: Development of a 
system to cope with patient misunderstanding in 
FDG-PET examination using convolutional neural 
network. SNMMI, Philadelphia, USA, Jun23-26,2018

（9） Kato  S ,  Kawauch i  K ,  Ka toh  C :  Compar i son  o f  
e l e c t r o - c a r d i o g r am  s y n c h r o n i z a t i o n  a n d  
a s yn ch r on i z a t i o n  i n  myo c a r d i a l  b l o o d  flow  
measurement with 15O-H2O PET. SNMMI, Philadelphia, 
USA, Jun23-26,2018

（10） Ichikawa S,  Hirata K,  Katoh C:  Development of 
automatic extraction system for brain tumor ROI of 
11C-methionine PET SNMMI, Philadelphia,USA, 
Jun23-26,2018　　

（11） Katoh C, Kato S, Kawauchi K,Aikawa T, Naya M, Magota 
K, Manabe O, Shiga T: ECG-gated dynamic myocardial 
PET with 15O-H2O estimated lower perfusable tissue 
fraction in the ischemic myocardial lesions compared 
with conventional non-gated PET SNMMI, Philadelphia, 
USA, Jun23-26,2018

（12） Katoh C, Kato S, Kawauchi K, Aikawa T, Naya M, Magota 
K,  Manabe O,  Shiga T :  Strategy to improve the 
detectability of CFR in the ischemic myocardial lesion 
with ECG-gated dynamic   myocardial PET with 
15O-H2O: Comparison with conventional non-gated 
PET SNMMI, Philadelphia, USA, Jun23-26,2018 　

（13） Yasui H, Higashikawa K, Shimizu Y, Shibata Y, Zhao S, 
Matsumoto H, Shiga T, Tamaki N, Kuge Y: Investigation 
of the influence of intratumoral glutathione status on 
the distribution of a hypoxic probe [18F]FMISO. 
WFNMB 2018, Melbourne Exhibition and Convention 
Centre, Melbourne, Australia 2018.4.20-24

（14） Watanabe S, Shiga T, Magota K, Hirata K, Okamoto S, 
Toyonaga T, Higashikawa K, Yasui H, Kobayashi J, 
Nishijima KI, Iseki K, Matsumoto H, Kuge Y, Tamaki N: 
[18F]DiFA, a new hypoxic imaging PET probe: A first 
human study in healthy subjects. WFNMB 2018, 
Melbourne Exhibi t ion and Convent ion Centre ,  
Melbourne.

（国内学会：教育講演，シンポジウム等）
（1） 平田健司：「核医学における最近のコンピューター支援診

断～Texture解析とDeep learningを中心に」，第88回日本
核医学会関東甲信越地方会，東京，2018．１．27．

（2） 納谷昌直：「核医学的手法を用いた虚血性心疾患の治療
戦略」第８２回日本循環器学会学術集会、大阪市、2018.
３.25

（3） 平田健司：「核医学画像のRadiomics」、第74回日本放射線
技術学会総会学術大会、教育講演７（核医学部会），横浜
市，2018.４.14.

（4） 吉永恵一郎：シンポジウムFrom Basic Aspects to Clinical 
Values of Myocardial Blood Flow and Myocardial Flow 
Reserve Measurements 第77回日本医学放射線学会総会
横浜 2018.４.12-15

（5） 平田健司：「AI研究におけるPETの「役割」」，PETサマーセ
ミナー2018 in 山口湯田温泉，イブニングセミナー４，山口
市，2018.8.24.

（6） 平田健司：「腎シンチグラフィーの基本：他モダリティーと
の比較を中心に」，第54回日本医学放射線学会秋季臨床
大会，教育講演35，核医学３，福岡市，2018.10.7.

（7） 平田健司：「核医学の専門家が進むべき道は」，核医学会
シンポジウム７，第58回　日本核医学会学術総会，沖縄県
宜野湾市，2018.11.16.

（8） 平田健司：「頭頸部腫瘍核医学においてAIの果たすべき役
割は？｣，　口腔額顔面核医学フォーラム，第58回日本核医
学学術総会，沖縄県宜野湾市，2018.11.17.

（9） 北川善政：MRONJ　最近の動向と医科歯科連携（特別講
演Ⅱ）．NPO　法人日本歯科放射線学会,　第38回関西・九
州合同地方会、2019年　鹿児島市勤労者交流センター 

（鹿児島）
（10） 久下裕司：特別セッション「短半減期核種の放射線安全管

理の現状と課題」短寿命核種の管理上の疑問と問題～
68Ge-68Gaジェネレータを中心に～。日本放射線安全管理
学会　第17回　学術大会。名古屋大学　野依記念学術交
流館名古屋。名古屋。2018年12月５日-７日

（11） 阿保憲史、野矢洋一、東川桂、安井博宣、久下裕司：研究奨
励賞受賞記念講演「ホットセルに格納可能な小型RI貯留装
置の開発」日本放射線安全管理学会　第17回　学術大
会。名古屋大学　野依記念学術交流館名古屋。名古屋。
2018年12月５日-７日

（国内学会総会：一般演題）
（1） 川内敬介，平田健司，加藤千恵次：Invest igat ion of  

usefulness of deep learning in FDG-PET image analysis
（FDG PET画像解析におけるディープラーニングの有用性
の検討）第74回日本放射線技術学会総会学術大会　横浜 
2018.４.12-15

（2） 市川晟也，平田健司，加藤千恵次：Discrimination of Brain 
Tumor of 11C Methionine PET Image by Deep Learning

（11C-メチオニンPET画像における脳腫瘍のディープラー
ニングによる識別）第７４回日本放射線技術学会総会学術
大会 横浜 2018.4.12-15

（3） 志賀　哲：甲状腺分化癌患者のFDG PETの予後予測 
（FDG-PET could predict short-term prognosis of 
differentiated thyroid cancer patients） 第58回日本核医
学会学術総会，沖縄，2018．11．15-17．

（4） 真鍋　治、吉永恵一郎、平田健司，　内山裕子、渡邊史郎、
小林健太郎、豊永拓哉、玉木長良、志賀哲：悪性神経内分
泌腫瘍に対する131I-MIBG内照射治療の総腫瘍代謝量抑制

効果の定量的検討  （ E ff e c t s  o f  I - 1 3 1 - m e t a -  
iodobenzylguanidine （131I-MIBG） radiotherapy for 
reducing whole-body total glycolysis in patients with 
malignant neuroendocrine tumors），第58回日本核医学
会学術総会，沖縄，2018.11.15-17.

（5） 川内　敬介、平田　健司、市川　晟也、加藤　千恵次：「深
層学習を用いたFDG　PET/CT検査における患者誤認事
故防止システムの開発」，第1回 日本医用画像人工知能研
究会学術集，福岡市，2018.10.６

（6） 平田健司、川内　敬介、志賀　哲：「Deep learningによる
患者取り違え事故防止システム～FDG PET-CTへの応用」，
第１回COI学会，大阪市，2018.10.25-26.

（7） 平田健司、真鍋治、小林健太郎、渡邊史郎、豊永拓哉、古家
翔、孫田惠一、玉木長良、志賀哲：「テクスチャー解析の多施
設研究への利用を目指した数値シミュレーション」、第58回
日本核医学会学術総会，沖縄，2018.11.15-17

（8） 平田健司：「がん診療を超えたPETの活用を目指すAI研
究」，第４回COI2021会議，東京，2018.12.19.

（9） 渡邊史郎、平田健司、小林健太郎、安井博宣、松本博樹、久
下裕司、志賀哲：「新規低酸素トレーサー[18F]DiFAと
[18F]FMISOの低酸素集積の比較」、第５８回日本核医学会
学術総会，沖縄，2018.11.15-17

（10） 川内敬介，平田健司，市川晟也，加藤千恵次： 畳込み
ニューラルネットワークを用いたFDGPET/CT画像診断支
援システムの開発 第38回日本核医学技術学会総会学術
大会、沖縄  2018.11.15-17

（11） 加藤晋也，川内敬介，加藤千恵次：15O-H2O心電図同期
PETによる拡張期抽出および deep learning を用いたROI
設定の試み 第38回日本核医学技術学会総会学術大会、沖
縄 2018.11.15-17

（12） 市川晟也，平田健司，川内敬介，加藤千恵次： CNNを用い
た11C-methionine PETの腫瘍境界自動設定システムの考
案 第38回日本核医学技術学会総会学術大会、沖縄  
2018.11.15-17

（13） 松倉吉彦，平田健司，加藤千恵次：悪性リンパ腫のステー
ジングの自動診断支援ソフトウェアの開発 第38回日本核
医学技術学会総会学術大会、沖縄  2018.11.15-17

（14） 加藤千恵次，加藤晋也，孫田惠一，真鍋治，志賀哲：H2O心
電図同期ダイナミックPETでの虚血心筋perfusable　
tissue　fraction解析　第38回日本核医学技術学会総会
学術大会、沖縄  2018.11.15-17

（15） 吉川和人、佐藤　淳、佐藤　明、小野寺麻記子、北村哲也、
北川善政：頭頸部非ホジキンリンパ腫における治療前の
FDG-PETおよび血清パラメーターの予後不良因子としての
有用性．第63回 日本口腔外科学会学術大会・総会、2018
年

（16） 柴田悠貴、安井博宣、東川桂、久下裕司：「フェロトーシス誘
導剤Erastinによる放射線増感効果の検討」日本薬学会第
138年会、石川県立音楽堂、金沢　2018年3月25日-28日

（17） 富田真由、高倉栄男、安井博宣、東川桂、久下裕司、小川美
香子：「[18F]FDG PETを用いたPD-１治療効果の早期予測
に関する in vivo での検討」日本薬学会第138年会、石川
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県立音楽堂、金沢 2018年3月25日-28日
（18） 安井博宣、東川桂、志水陽一、松本博樹、志賀哲、玉木長

良、久下裕司：「低酸素標的PETプローブ[18F]DiFAの腫瘍
内局在に対するグルタチオン環境の影響評価」第13 回日
本分子イメージング学会総会・学術集会、東京大学、文京
区 2018年5月31日-6月1日

（19） 東川桂、堀口紗和子、足澤誠、小松由紀子、大倉一枝、安井
博宣、武田宏司、久下裕司：「チミジンホスホリラーゼイメー
ジングプローブによる非アルコール性脂肪肝炎の診断法の
開発研究」 第13回日本分子イメージング学会総会・学術集
会、東京大学、文京区 2018年5月31日-6月1日

（20） 野矢洋一、阿保憲史、東川桂、安井博宣、平田雄一、久保直
樹、久下裕司：「学内ネットワークを用いた被ばく記録の
メール配信の試み」　平成30年度放射線安全取扱部会年
次大会、仙台銀行ホール イズミティ21、仙台 2018年10月
25日-26日

（21） 渡邊史郎、平田健司、小林健太郎、安井博宣、松本博樹、久
下裕司、志賀哲：「新規低酸素トレーサー[18F]DiFAと
[18F]FMISOの悪性腫瘍における低酸素集積の比較」第58
回日本核医学会学術総会、沖縄コンベンションセンター、宜
野湾 2018年11月15日-17日

（22） 富田真由，安井博宣，東川桂，中島孝平，高倉栄男，志賀
哲，久下裕司，小川美香子：PD-１治療が[18F]FDGのがん
組織への集積に与える影響についてのマウスを用いた検
討。第58回日本核医学会学術総会、沖縄コンベンションセ
ンター、宜野湾 2018年11月15日-17日

（23） 中島孝平，杉川晃代，安井博宣，東川桂，高倉栄男，志賀
哲，久下裕司，小川美香子：光免疫療法による[18F]FDGお
よび[18F]FMISOの集積変化に関する検討。第58回日本核
医学会学術総会、沖縄コンベンションセンター、宜野湾 
2018年11月15日-17日

その他（生涯教育，啓蒙活動編）
（1） 平田健司：「Radiomicsについての最近の話題」，第12回熊

本核医学フォーラム，熊本市，2018.１.26.
（2） 渡邊史郎：「転移・再発甲状腺分化癌における放射性ヨ-ド

治療抵抗性の判断」，甲状腺癌治療カンファランス，札幌
市，2018.２.17

（3） 志賀　哲：「核医学検査の現状と将来展望」，第54回西胆
振画像診断検討会，室蘭市，2018.５.18

（4） 平田健司：「放射線科医としての、人工知能との付き合い
かた」，放射線科セミナー，東京，2018.６.16.

（5） 小林健太郎、平田健司、志賀哲：「FDG　PET/CTで時にみ
られるfocal uptakeは異常か生理的か」，ライラック・カン
ファレンス，札幌市，2018.７.13.

（6） 真鍋治：「日常臨床から研究に至るまでのプロセス～Los 
Angelesで思うこと」，北海道Cardiovascular imaging研究
会，札幌，2018.08.25.

（7） 平田健司：「AIとの協働による将来のPET診療を考える」，
PETサマーセミナー2018 in 山口湯田温泉，シンポジウム
12，山口市，2018.８.26.

（8） 平田健司：「Radiomics解析の基礎～概念と具体的方法」，

JSAWI2018，兵庫県淡路市，2018.８.31.
（9） 志賀　哲：「PET/CT検査の将来展望と最近の知見」，第31

回道南RIセミナ-，函館市，2018.９.14
（10） 平田健司：「体を切らずにがんを見る技術」，北海道大学に

ついての講話，岩見沢東高等学校，岩見沢市，2018.９.18.
（11） 平田健司：「北海道がんセンターの新規PET-CT装置の特

徴と今後のがん診療への期待」，市民のための北海道がん
フォーラム，北海道がんセンター（札幌市)，2018.９.22.

（12） 平田健司：「人工知能による放射線診断はどこまで進むの
か」，第47回断層映像研究会ランチョンセミナー２，札幌
市，2018．10．20.

（13） 平田健司、渡邊史郎：「症例報告」，第60回北日本核医学談
話会，仙台市，2018.10.26.

（14） 真鍋治：「米国における心臓CTのリアル」，第26回 札幌 
Heart Imaging Club,2018.11.02

（15） 平田健司：「ディープ・ラーニングによる画像診断～基礎と
実際の応用例」，第29回道東放射線技術懇話会，釧路市，
2018.11.10.

（16） 平田健司：「AI診断についての最新の話題」，第60回札幌
核医学研究会，札幌市，2018.12.1.

（17） 平田健司：「PETにおけるAI、機械学習の可能性につい
て」，第６回クリニカルPETフォーラム，東京，2018.12.15.
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英文原著論文
（1） Furuya S, Iwasaki M, Yokohama T, Ohura D, Okuaki T. 

Highly Accurate Analysis of the Cervical Neural Tract of 
the Elderly Using ZOOM DTI. Neurospine. 2018 Jun;15
(2):169-174. 

（2） Yamaguchi S, Ishi Y, Motegi H, Okamoto M, Kobayashi 
H, Hirata K, Oda Y, Tanaka S, Terasaka S, Houkin K: The 
prognostic improvement of add-on bevacizumab for 
progressive disease during concomitant temozolomide 
and radiation therapy in the patients with glioblastoma 
and anaplastic astrocytoma. J Neurosurg Sci. 2018 Jul 
9. doi: 10.23736/S0390-5616.18.04463-6. [Epub 
ahead of print]

（3） Abiko K, Shiga T, Katoh C, Hirata K, Kuge Y, Kobayashi 
K, Ikeda S, Ikoma K: Relationship between intelligence 
quotient (IQ) and cerebral metabolic rate of oxygen in 
pat ients with neurobehavioural disabil i ty after 
t r a uma t i c  b r a i n  i n j u r y .  B r a i n  I n j .  2 018 ; 32
(11):1367-1372. doi: 10.1080/02699052.2018. 
1496478. Epub 2018 Jul 16.

（4） Kitao T, Shiga T, Hirata K, Sekizawa M, Takei T, 
Yamashiro K, Tamaki N: Volume-based parameters on 
FDG PET may predict the proliferative potential of 
soft-tissue sarcomas. Ann Nucl Med. 2018 Sep 8. doi: 
10.1007/s12149-018-1298-0. [Epub ahead of print]

（5） Shimizu Y, Zhao S, Yasui H, Nishijima KI, Matsumoto H, 
Shiga T, Tamaki N, Ogawa M, Kuge Y: A Novel PET 
Probe "[18F]DiFA" Accumulates in Hypoxic Region via 
G lutath ione Conjugat ion Fo l lowing Reduct ive  
Metabolism. Mol Imaging Biol. 2018 May 29. doi: 
10.1007/s11307-018-1214-y. [Epub ahead of print] 
PMID: 29845425

（6） Komatsu Y, Nishijima K, Oomagari S, Kanai Y, Naka S, 
Higashikawa K, Ebita Y, Shiga T, Hatazawa J, Tamaki N, 
Kuge Y: Measurement of Iodine-Derived Contamination 
in L-[11C]Methionine Injection. RADIOISOTOPES, 2018; 
67, 75-83.

（7） Yamasaki K, Yamashita A, Zhao Y, Shimizu Y, Nishii R, 
Kawai K, Tamaki N, Zhao S, Asada Y, Kuge Y: In Vitro 
Uptake and Metabolism of [14C]Acetate in Rabbit 
Atherosc lerot ic  Ar ter ies :  B io log ica l  Bas i s  for  
Atherosclerosis Imaging with [11C]Acetate. Nucl Med 
Biol. 2018; 56: 21-25.

（8） Sato J, Kitagawa Y, Watanabe S, Asaka T, Ohga N, 
Hirata K, Shiga T, Satoh A, Tamaki N: Hypoxic volume 
evaluated by 18F-fluoromisonidazole positron emission 

tomography (FMISO-PET) may be a prognostic factor in 
patients with oral squamous cell carcinoma: preliminary 
analyses .  Int  J  Ora l  Maxi l lo fac  Surg .  2018;47
(5):553-560. DOI: 10.1016/j.ijom.2017.09.007.

（9） Nishii R, Nagamachi S, Mizutani Y, Terada T, Kiyohara S, 
Wakamatsu H, Fujita S, Higashi T, Hirai T, Yoshinaga K, 
Saga T: Do TSH, FT3 and FT4 impact BAT visualization 
of clinical FDG-PET/CT images?:Contrast Media Mol 
Imaging Volume 2018, Article ID 4898365, 9 pages

英文総説・ガイドライン
（総説）
（1） Kitagawa Y, Ohga N, Asaka T, Sato J, Hata H, Helman J, 

Tsuboi K,  Amizuka N, Kuge Y, Shiga T :  Imaging 
modalities for drug-related osteonecrosis of the jaw (3), 
Positron emission tomography imaging for the 
diagnosis of medication-related osteonecrosis of the 
jaw. Jpn Dent Sci Rev. 2019 Nov;55(1):65-70. DOI: 
10.1016/j.jdsr.2018.12.001.

和文論文・総説
（総説）
（1） 真鍋治、渡邊史郎、小林健太郎、平田健司：「メトトレキサー

ト関連疾患に対するFDG　PET/CTの役割」、臨床画像、
Vol．38 No.7, 689-694、2018

（2） 平田健司、志賀哲：「核医学におけるAI診断を目指して：テ
クスチャー解析とディープ・ラーニング」、臨床核医学、
2018 Vol.51 No.３，43-46

（3） 久下裕司、東川　桂、岡本祥三、志賀　哲：Nuclear　
Medicine Today 2018 最新トピックスから探る核医学の現
在と未来 Ⅳ. Theranosticsに向けた研究開発の最新トピッ
クス 5.68Ge/68Gaジェネレータを用いるPET薬剤の研究
開発と将来展望。INNERVISION， 33(11), 58-61, 2018.

（4） 岡本祥三、志賀　哲、久下裕司：Nuclear Medicine Today 
2018 最新トピックスから探る核医学の現在と未来 Ⅳ． 
Theranosticsに向けた研究開発の最新トピックス 4．前立
腺がんに対するPSMA-PETとPSMAによるアイソトープ治療
の最新動向。INNERVISION, 33(11), 55-57, 2018.

（5） 平田健司、志賀哲：「核医学画像のradiomics」、インナービ
ジョン2018年11月号（33・11)、31-34

（6） 平田健司、志賀哲：「核医学画像のRadiomics」、日本放射
線技術学会雑誌、2018年74巻11号p.1368-1376

（7） 北川善政，佐藤　淳，大賀則孝，浅香卓哉，竹内康人，犬伏
正幸，久下裕司，志賀　哲：口腔癌における低酸素分子イ
メージング。お茶の水醫學雑誌　66：193―211,　2018.

症例報告
（英文）
（1） Furuya S, Manabe O, Nanbu T, Yamashita N, Shinnno Y, 

Kasai K, Kroenke M, Tamaki N. Renal Mucinous Tubular 
and Spindle Cell Carcinoma Shows a High Uptake on 
1 8F -FDG PET/CT.  Intern Med.  2018 Apr  15;57

(8):1131-1134.
（2） Fujita Y, Natsuga K, Manabe O, Hirata K, Shimizu H. A 

Nodular Lesion of the Foot Detected by 18F-FDG 
PET/CT in Mycosis Fungoides: A Plantar Wart. Clin Nucl 
Med. 2019 Mar;44(3):244-245.

（3） Tsuneta S, Oyama-Manabe N, Takeda A, Taniguchi K, 
Manabe O. The detection of retrograde flow from the 
left anterior descending artery into the main pulmonary 
artery by 4D-flow cardiac magnetic resonance in a 
patient with Bland-White-Garland syndrome. Eur Heart 
J Cardiovasc Imaging. 2019 Apr 1;20(4):488.

（4） Ohga N, Sato J, Asaka T, Morimoto M, Yamazaki Y, 
Kitagawa Y: Successful conservative treatment of jaw 
osteonecrosis caused by denosumab in patients with 
mult ip le  bone metastas is .  J  Ora l  Sc i .  2018;60
(1):159-162. DOI: 10.2334/josnusd.17-0027.

国際学会発表
（国際学会：教育講演、シンポジウム等）
（1） Watanabe S, Shiga T, Magota K, Hirata K, Okamoto S, 

Toyonaga T, Higashikawa K, Yasui H, Kobayashi K, 
Nishijima K, Iseki K, Matsumoto H, Kuge Y, Tamaki N: 
18F-DiFA, a new hypoxic imaging PET probe:  A first 
human study in healthy subjects. 12th World Congress 
of the World Federation of Nuclear Medicine and 
Biology, Melbourne, AUS,20-24 April 2018

（2） Furuya S, Hirata K, Manabe O, Ohira H, Naya M, Aikawa 
T, Koyanagawa K, Tsujino I, Kudo K, Shiga T: Exploring 
the opt imal reference to est imate the effect of  
anti-inflammatory therapy for the cardiac sarcoidosis 
-metabolic volume assessment of FDG PET- SNMMI, 
Philadelphia, USA Jun23-26, 2018

（3） Togo R, Hirata K, Manabe O, Ohira H, Tsujino I, Ogawa 
T, Haseyama M, Shiga T: Use of deep convolutional 
neural network-based features for detection of cardiac 
sarcoidosis from polar map.SNMMI, Philadelphia, USA 
Jun23-26, 2018

（4） Hirata K,  Manabe O,  Kobayash K,  Watanabe S ,  
Toyonaga T, Furuya S, Magota K, Tamaki N, Shiga T: 
Radiomics approach with texture analysis to overcome 
inter-scanner image variability - a simulation study 
target ing mul t i -center  c l in ica l  t r ia ls .  SNMMI,  
Philadelphia, USA, Jun23-26, 2018

（5） Watanabe S, Hirata K, Manabe O, Kobayashi K, Furuya 
S, Shiga T: A radiomics approach to discriminate lung 
cancer from pneumonia on FDG PET-CT. SNMMI, 
Philadelphia, USA Jun23-26, 2018

（6） Yoshinaga K, Fujii S, Ito Y.M, Nishio S, Ochi N, Katoh C, 
Inoue M, Nishida M, Manabe O, Tamaki N: Molecular 
Determinants of Functional and Fibrotic Changes by 
Novel Automated Oscillometric Approach to Measure 
Brachial Artery Vascular Volume Elastic Modulus. 

APSTH, Sapporo Japan, Jun 28-30, 2018  
（7） Kawauchi K, Hirata K,  Katoh C: Strategy to develop 

convolutional neural network-based classifier for 
diagnosis of whole-body FDG PET images. SNMMI, 
Philadelphia, USA Jun23-26,2018　

（8） Kawauchi K, Hirata K, Katoh C: Development of a 
system to cope with patient misunderstanding in 
FDG-PET examination using convolutional neural 
network. SNMMI, Philadelphia, USA, Jun23-26,2018

（9） Kato  S ,  Kawauch i  K ,  Ka toh  C :  Compar i son  o f  
e l e c t r o - c a r d i o g r am  s y n c h r o n i z a t i o n  a n d  
a s yn ch r on i z a t i o n  i n  myo c a r d i a l  b l o o d  flow  
measurement with 15O-H2O PET. SNMMI, Philadelphia, 
USA, Jun23-26,2018

（10） Ichikawa S,  Hirata K,  Katoh C:  Development of 
automatic extraction system for brain tumor ROI of 
11C-methionine PET SNMMI, Philadelphia,USA, 
Jun23-26,2018　　

（11） Katoh C, Kato S, Kawauchi K,Aikawa T, Naya M, Magota 
K, Manabe O, Shiga T: ECG-gated dynamic myocardial 
PET with 15O-H2O estimated lower perfusable tissue 
fraction in the ischemic myocardial lesions compared 
with conventional non-gated PET SNMMI, Philadelphia, 
USA, Jun23-26,2018

（12） Katoh C, Kato S, Kawauchi K, Aikawa T, Naya M, Magota 
K,  Manabe O,  Shiga T :  Strategy to improve the 
detectability of CFR in the ischemic myocardial lesion 
with ECG-gated dynamic   myocardial PET with 
15O-H2O: Comparison with conventional non-gated 
PET SNMMI, Philadelphia, USA, Jun23-26,2018 　

（13） Yasui H, Higashikawa K, Shimizu Y, Shibata Y, Zhao S, 
Matsumoto H, Shiga T, Tamaki N, Kuge Y: Investigation 
of the influence of intratumoral glutathione status on 
the distribution of a hypoxic probe [18F]FMISO. 
WFNMB 2018, Melbourne Exhibition and Convention 
Centre, Melbourne, Australia 2018.4.20-24

（14） Watanabe S, Shiga T, Magota K, Hirata K, Okamoto S, 
Toyonaga T, Higashikawa K, Yasui H, Kobayashi J, 
Nishijima KI, Iseki K, Matsumoto H, Kuge Y, Tamaki N: 
[18F]DiFA, a new hypoxic imaging PET probe: A first 
human study in healthy subjects. WFNMB 2018, 
Melbourne Exhibi t ion and Convent ion Centre ,  
Melbourne.

（国内学会：教育講演，シンポジウム等）
（1） 平田健司：「核医学における最近のコンピューター支援診

断～Texture解析とDeep learningを中心に」，第88回日本
核医学会関東甲信越地方会，東京，2018．１．27．

（2） 納谷昌直：「核医学的手法を用いた虚血性心疾患の治療
戦略」第８２回日本循環器学会学術集会、大阪市、2018.
３.25

（3） 平田健司：「核医学画像のRadiomics」、第74回日本放射線
技術学会総会学術大会、教育講演７（核医学部会），横浜
市，2018.４.14.

（4） 吉永恵一郎：シンポジウムFrom Basic Aspects to Clinical 
Values of Myocardial Blood Flow and Myocardial Flow 
Reserve Measurements 第77回日本医学放射線学会総会
横浜 2018.４.12-15

（5） 平田健司：「AI研究におけるPETの「役割」」，PETサマーセ
ミナー2018 in 山口湯田温泉，イブニングセミナー４，山口
市，2018.8.24.

（6） 平田健司：「腎シンチグラフィーの基本：他モダリティーと
の比較を中心に」，第54回日本医学放射線学会秋季臨床
大会，教育講演35，核医学３，福岡市，2018.10.7.

（7） 平田健司：「核医学の専門家が進むべき道は」，核医学会
シンポジウム７，第58回　日本核医学会学術総会，沖縄県
宜野湾市，2018.11.16.

（8） 平田健司：「頭頸部腫瘍核医学においてAIの果たすべき役
割は？｣，　口腔額顔面核医学フォーラム，第58回日本核医
学学術総会，沖縄県宜野湾市，2018.11.17.

（9） 北川善政：MRONJ　最近の動向と医科歯科連携（特別講
演Ⅱ）．NPO　法人日本歯科放射線学会,　第38回関西・九
州合同地方会、2019年　鹿児島市勤労者交流センター 

（鹿児島）
（10） 久下裕司：特別セッション「短半減期核種の放射線安全管

理の現状と課題」短寿命核種の管理上の疑問と問題～
68Ge-68Gaジェネレータを中心に～。日本放射線安全管理
学会　第17回　学術大会。名古屋大学　野依記念学術交
流館名古屋。名古屋。2018年12月５日-７日

（11） 阿保憲史、野矢洋一、東川桂、安井博宣、久下裕司：研究奨
励賞受賞記念講演「ホットセルに格納可能な小型RI貯留装
置の開発」日本放射線安全管理学会　第17回　学術大
会。名古屋大学　野依記念学術交流館名古屋。名古屋。
2018年12月５日-７日

（国内学会総会：一般演題）
（1） 川内敬介，平田健司，加藤千恵次：Invest igat ion of  

usefulness of deep learning in FDG-PET image analysis
（FDG PET画像解析におけるディープラーニングの有用性
の検討）第74回日本放射線技術学会総会学術大会　横浜 
2018.４.12-15

（2） 市川晟也，平田健司，加藤千恵次：Discrimination of Brain 
Tumor of 11C Methionine PET Image by Deep Learning

（11C-メチオニンPET画像における脳腫瘍のディープラー
ニングによる識別）第７４回日本放射線技術学会総会学術
大会 横浜 2018.4.12-15

（3） 志賀　哲：甲状腺分化癌患者のFDG PETの予後予測 
（FDG-PET could predict short-term prognosis of 
differentiated thyroid cancer patients） 第58回日本核医
学会学術総会，沖縄，2018．11．15-17．

（4） 真鍋　治、吉永恵一郎、平田健司，　内山裕子、渡邊史郎、
小林健太郎、豊永拓哉、玉木長良、志賀哲：悪性神経内分
泌腫瘍に対する131I-MIBG内照射治療の総腫瘍代謝量抑制

効果の定量的検討  （ E ff e c t s  o f  I - 1 3 1 - m e t a -  
iodobenzylguanidine （131I-MIBG） radiotherapy for 
reducing whole-body total glycolysis in patients with 
malignant neuroendocrine tumors），第58回日本核医学
会学術総会，沖縄，2018.11.15-17.

（5） 川内　敬介、平田　健司、市川　晟也、加藤　千恵次：「深
層学習を用いたFDG　PET/CT検査における患者誤認事
故防止システムの開発」，第1回 日本医用画像人工知能研
究会学術集，福岡市，2018.10.６

（6） 平田健司、川内　敬介、志賀　哲：「Deep learningによる
患者取り違え事故防止システム～FDG PET-CTへの応用」，
第１回COI学会，大阪市，2018.10.25-26.

（7） 平田健司、真鍋治、小林健太郎、渡邊史郎、豊永拓哉、古家
翔、孫田惠一、玉木長良、志賀哲：「テクスチャー解析の多施
設研究への利用を目指した数値シミュレーション」、第58回
日本核医学会学術総会，沖縄，2018.11.15-17

（8） 平田健司：「がん診療を超えたPETの活用を目指すAI研
究」，第４回COI2021会議，東京，2018.12.19.

（9） 渡邊史郎、平田健司、小林健太郎、安井博宣、松本博樹、久
下裕司、志賀哲：「新規低酸素トレーサー[18F]DiFAと
[18F]FMISOの低酸素集積の比較」、第５８回日本核医学会
学術総会，沖縄，2018.11.15-17

（10） 川内敬介，平田健司，市川晟也，加藤千恵次： 畳込み
ニューラルネットワークを用いたFDGPET/CT画像診断支
援システムの開発 第38回日本核医学技術学会総会学術
大会、沖縄  2018.11.15-17

（11） 加藤晋也，川内敬介，加藤千恵次：15O-H2O心電図同期
PETによる拡張期抽出および deep learning を用いたROI
設定の試み 第38回日本核医学技術学会総会学術大会、沖
縄 2018.11.15-17

（12） 市川晟也，平田健司，川内敬介，加藤千恵次： CNNを用い
た11C-methionine PETの腫瘍境界自動設定システムの考
案 第38回日本核医学技術学会総会学術大会、沖縄  
2018.11.15-17

（13） 松倉吉彦，平田健司，加藤千恵次：悪性リンパ腫のステー
ジングの自動診断支援ソフトウェアの開発 第38回日本核
医学技術学会総会学術大会、沖縄  2018.11.15-17

（14） 加藤千恵次，加藤晋也，孫田惠一，真鍋治，志賀哲：H2O心
電図同期ダイナミックPETでの虚血心筋perfusable　
tissue　fraction解析　第38回日本核医学技術学会総会
学術大会、沖縄  2018.11.15-17

（15） 吉川和人、佐藤　淳、佐藤　明、小野寺麻記子、北村哲也、
北川善政：頭頸部非ホジキンリンパ腫における治療前の
FDG-PETおよび血清パラメーターの予後不良因子としての
有用性．第63回 日本口腔外科学会学術大会・総会、2018
年

（16） 柴田悠貴、安井博宣、東川桂、久下裕司：「フェロトーシス誘
導剤Erastinによる放射線増感効果の検討」日本薬学会第
138年会、石川県立音楽堂、金沢　2018年3月25日-28日

（17） 富田真由、高倉栄男、安井博宣、東川桂、久下裕司、小川美
香子：「[18F]FDG PETを用いたPD-１治療効果の早期予測
に関する in vivo での検討」日本薬学会第138年会、石川
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県立音楽堂、金沢 2018年3月25日-28日
（18） 安井博宣、東川桂、志水陽一、松本博樹、志賀哲、玉木長

良、久下裕司：「低酸素標的PETプローブ[18F]DiFAの腫瘍
内局在に対するグルタチオン環境の影響評価」第13 回日
本分子イメージング学会総会・学術集会、東京大学、文京
区 2018年5月31日-6月1日

（19） 東川桂、堀口紗和子、足澤誠、小松由紀子、大倉一枝、安井
博宣、武田宏司、久下裕司：「チミジンホスホリラーゼイメー
ジングプローブによる非アルコール性脂肪肝炎の診断法の
開発研究」 第13回日本分子イメージング学会総会・学術集
会、東京大学、文京区 2018年5月31日-6月1日

（20） 野矢洋一、阿保憲史、東川桂、安井博宣、平田雄一、久保直
樹、久下裕司：「学内ネットワークを用いた被ばく記録の
メール配信の試み」　平成30年度放射線安全取扱部会年
次大会、仙台銀行ホール イズミティ21、仙台 2018年10月
25日-26日

（21） 渡邊史郎、平田健司、小林健太郎、安井博宣、松本博樹、久
下裕司、志賀哲：「新規低酸素トレーサー[18F]DiFAと
[18F]FMISOの悪性腫瘍における低酸素集積の比較」第58
回日本核医学会学術総会、沖縄コンベンションセンター、宜
野湾 2018年11月15日-17日

（22） 富田真由，安井博宣，東川桂，中島孝平，高倉栄男，志賀
哲，久下裕司，小川美香子：PD-１治療が[18F]FDGのがん
組織への集積に与える影響についてのマウスを用いた検
討。第58回日本核医学会学術総会、沖縄コンベンションセ
ンター、宜野湾 2018年11月15日-17日

（23） 中島孝平，杉川晃代，安井博宣，東川桂，高倉栄男，志賀
哲，久下裕司，小川美香子：光免疫療法による[18F]FDGお
よび[18F]FMISOの集積変化に関する検討。第58回日本核
医学会学術総会、沖縄コンベンションセンター、宜野湾 
2018年11月15日-17日

その他（生涯教育，啓蒙活動編）
（1） 平田健司：「Radiomicsについての最近の話題」，第12回熊

本核医学フォーラム，熊本市，2018.１.26.
（2） 渡邊史郎：「転移・再発甲状腺分化癌における放射性ヨ-ド

治療抵抗性の判断」，甲状腺癌治療カンファランス，札幌
市，2018.２.17

（3） 志賀　哲：「核医学検査の現状と将来展望」，第54回西胆
振画像診断検討会，室蘭市，2018.５.18

（4） 平田健司：「放射線科医としての、人工知能との付き合い
かた」，放射線科セミナー，東京，2018.６.16.

（5） 小林健太郎、平田健司、志賀哲：「FDG　PET/CTで時にみ
られるfocal uptakeは異常か生理的か」，ライラック・カン
ファレンス，札幌市，2018.７.13.

（6） 真鍋治：「日常臨床から研究に至るまでのプロセス～Los 
Angelesで思うこと」，北海道Cardiovascular imaging研究
会，札幌，2018.08.25.

（7） 平田健司：「AIとの協働による将来のPET診療を考える」，
PETサマーセミナー2018 in 山口湯田温泉，シンポジウム
12，山口市，2018.８.26.

（8） 平田健司：「Radiomics解析の基礎～概念と具体的方法」，

JSAWI2018，兵庫県淡路市，2018.８.31.
（9） 志賀　哲：「PET/CT検査の将来展望と最近の知見」，第31

回道南RIセミナ-，函館市，2018.９.14
（10） 平田健司：「体を切らずにがんを見る技術」，北海道大学に

ついての講話，岩見沢東高等学校，岩見沢市，2018.９.18.
（11） 平田健司：「北海道がんセンターの新規PET-CT装置の特

徴と今後のがん診療への期待」，市民のための北海道がん
フォーラム，北海道がんセンター（札幌市)，2018.９.22.

（12） 平田健司：「人工知能による放射線診断はどこまで進むの
か」，第47回断層映像研究会ランチョンセミナー２，札幌
市，2018．10．20.

（13） 平田健司、渡邊史郎：「症例報告」，第60回北日本核医学談
話会，仙台市，2018.10.26.

（14） 真鍋治：「米国における心臓CTのリアル」，第26回 札幌 
Heart Imaging Club,2018.11.02

（15） 平田健司：「ディープ・ラーニングによる画像診断～基礎と
実際の応用例」，第29回道東放射線技術懇話会，釧路市，
2018.11.10.

（16） 平田健司：「AI診断についての最新の話題」，第60回札幌
核医学研究会，札幌市，2018.12.1.

（17） 平田健司：「PETにおけるAI、機械学習の可能性につい
て」，第６回クリニカルPETフォーラム，東京，2018.12.15.
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英文原著論文
（1） Furuya S, Iwasaki M, Yokohama T, Ohura D, Okuaki T. 

Highly Accurate Analysis of the Cervical Neural Tract of 
the Elderly Using ZOOM DTI. Neurospine. 2018 Jun;15
(2):169-174. 

（2） Yamaguchi S, Ishi Y, Motegi H, Okamoto M, Kobayashi 
H, Hirata K, Oda Y, Tanaka S, Terasaka S, Houkin K: The 
prognostic improvement of add-on bevacizumab for 
progressive disease during concomitant temozolomide 
and radiation therapy in the patients with glioblastoma 
and anaplastic astrocytoma. J Neurosurg Sci. 2018 Jul 
9. doi: 10.23736/S0390-5616.18.04463-6. [Epub 
ahead of print]

（3） Abiko K, Shiga T, Katoh C, Hirata K, Kuge Y, Kobayashi 
K, Ikeda S, Ikoma K: Relationship between intelligence 
quotient (IQ) and cerebral metabolic rate of oxygen in 
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t r a uma t i c  b r a i n  i n j u r y .  B r a i n  I n j .  2 018 ; 32
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1496478. Epub 2018 Jul 16.

（4） Kitao T, Shiga T, Hirata K, Sekizawa M, Takei T, 
Yamashiro K, Tamaki N: Volume-based parameters on 
FDG PET may predict the proliferative potential of 
soft-tissue sarcomas. Ann Nucl Med. 2018 Sep 8. doi: 
10.1007/s12149-018-1298-0. [Epub ahead of print]

（5） Shimizu Y, Zhao S, Yasui H, Nishijima KI, Matsumoto H, 
Shiga T, Tamaki N, Ogawa M, Kuge Y: A Novel PET 
Probe "[18F]DiFA" Accumulates in Hypoxic Region via 
G lutath ione Conjugat ion Fo l lowing Reduct ive  
Metabolism. Mol Imaging Biol. 2018 May 29. doi: 
10.1007/s11307-018-1214-y. [Epub ahead of print] 
PMID: 29845425

（6） Komatsu Y, Nishijima K, Oomagari S, Kanai Y, Naka S, 
Higashikawa K, Ebita Y, Shiga T, Hatazawa J, Tamaki N, 
Kuge Y: Measurement of Iodine-Derived Contamination 
in L-[11C]Methionine Injection. RADIOISOTOPES, 2018; 
67, 75-83.

（7） Yamasaki K, Yamashita A, Zhao Y, Shimizu Y, Nishii R, 
Kawai K, Tamaki N, Zhao S, Asada Y, Kuge Y: In Vitro 
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国際学会発表
（国際学会：教育講演、シンポジウム等）
（1） Watanabe S, Shiga T, Magota K, Hirata K, Okamoto S, 

Toyonaga T, Higashikawa K, Yasui H, Kobayashi K, 
Nishijima K, Iseki K, Matsumoto H, Kuge Y, Tamaki N: 
18F-DiFA, a new hypoxic imaging PET probe:  A first 
human study in healthy subjects. 12th World Congress 
of the World Federation of Nuclear Medicine and 
Biology, Melbourne, AUS,20-24 April 2018

（2） Furuya S, Hirata K, Manabe O, Ohira H, Naya M, Aikawa 
T, Koyanagawa K, Tsujino I, Kudo K, Shiga T: Exploring 
the opt imal reference to est imate the effect of  
anti-inflammatory therapy for the cardiac sarcoidosis 
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（3） Togo R, Hirata K, Manabe O, Ohira H, Tsujino I, Ogawa 
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（4） Hirata K,  Manabe O,  Kobayash K,  Watanabe S ,  
Toyonaga T, Furuya S, Magota K, Tamaki N, Shiga T: 
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Philadelphia, USA, Jun23-26, 2018

（5） Watanabe S, Hirata K, Manabe O, Kobayashi K, Furuya 
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Philadelphia, USA Jun23-26, 2018

（6） Yoshinaga K, Fujii S, Ito Y.M, Nishio S, Ochi N, Katoh C, 
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APSTH, Sapporo Japan, Jun 28-30, 2018  
（7） Kawauchi K, Hirata K,  Katoh C: Strategy to develop 

convolutional neural network-based classifier for 
diagnosis of whole-body FDG PET images. SNMMI, 
Philadelphia, USA Jun23-26,2018　

（8） Kawauchi K, Hirata K, Katoh C: Development of a 
system to cope with patient misunderstanding in 
FDG-PET examination using convolutional neural 
network. SNMMI, Philadelphia, USA, Jun23-26,2018

（9） Kato  S ,  Kawauch i  K ,  Ka toh  C :  Compar i son  o f  
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USA, Jun23-26,2018

（10） Ichikawa S,  Hirata K,  Katoh C:  Development of 
automatic extraction system for brain tumor ROI of 
11C-methionine PET SNMMI, Philadelphia,USA, 
Jun23-26,2018　　
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PET with 15O-H2O estimated lower perfusable tissue 
fraction in the ischemic myocardial lesions compared 
with conventional non-gated PET SNMMI, Philadelphia, 
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（国内学会：教育講演，シンポジウム等）
（1） 平田健司：「核医学における最近のコンピューター支援診

断～Texture解析とDeep learningを中心に」，第88回日本
核医学会関東甲信越地方会，東京，2018．１．27．

（2） 納谷昌直：「核医学的手法を用いた虚血性心疾患の治療
戦略」第８２回日本循環器学会学術集会、大阪市、2018.
３.25

（3） 平田健司：「核医学画像のRadiomics」、第74回日本放射線
技術学会総会学術大会、教育講演７（核医学部会），横浜
市，2018.４.14.

（4） 吉永恵一郎：シンポジウムFrom Basic Aspects to Clinical 
Values of Myocardial Blood Flow and Myocardial Flow 
Reserve Measurements 第77回日本医学放射線学会総会
横浜 2018.４.12-15

（5） 平田健司：「AI研究におけるPETの「役割」」，PETサマーセ
ミナー2018 in 山口湯田温泉，イブニングセミナー４，山口
市，2018.8.24.

（6） 平田健司：「腎シンチグラフィーの基本：他モダリティーと
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大会，教育講演35，核医学３，福岡市，2018.10.7.
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シンポジウム７，第58回　日本核医学会学術総会，沖縄県
宜野湾市，2018.11.16.

（8） 平田健司：「頭頸部腫瘍核医学においてAIの果たすべき役
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学学術総会，沖縄県宜野湾市，2018.11.17.

（9） 北川善政：MRONJ　最近の動向と医科歯科連携（特別講
演Ⅱ）．NPO　法人日本歯科放射線学会,　第38回関西・九
州合同地方会、2019年　鹿児島市勤労者交流センター 

（鹿児島）
（10） 久下裕司：特別セッション「短半減期核種の放射線安全管

理の現状と課題」短寿命核種の管理上の疑問と問題～
68Ge-68Gaジェネレータを中心に～。日本放射線安全管理
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大会 横浜 2018.4.12-15
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学会学術総会，沖縄，2018．11．15-17．

（4） 真鍋　治、吉永恵一郎、平田健司，　内山裕子、渡邊史郎、
小林健太郎、豊永拓哉、玉木長良、志賀哲：悪性神経内分
泌腫瘍に対する131I-MIBG内照射治療の総腫瘍代謝量抑制

効果の定量的検討  （ E ff e c t s  o f  I - 1 3 1 - m e t a -  
iodobenzylguanidine （131I-MIBG） radiotherapy for 
reducing whole-body total glycolysis in patients with 
malignant neuroendocrine tumors），第58回日本核医学
会学術総会，沖縄，2018.11.15-17.

（5） 川内　敬介、平田　健司、市川　晟也、加藤　千恵次：「深
層学習を用いたFDG　PET/CT検査における患者誤認事
故防止システムの開発」，第1回 日本医用画像人工知能研
究会学術集，福岡市，2018.10.６

（6） 平田健司、川内　敬介、志賀　哲：「Deep learningによる
患者取り違え事故防止システム～FDG PET-CTへの応用」，
第１回COI学会，大阪市，2018.10.25-26.

（7） 平田健司、真鍋治、小林健太郎、渡邊史郎、豊永拓哉、古家
翔、孫田惠一、玉木長良、志賀哲：「テクスチャー解析の多施
設研究への利用を目指した数値シミュレーション」、第58回
日本核医学会学術総会，沖縄，2018.11.15-17

（8） 平田健司：「がん診療を超えたPETの活用を目指すAI研
究」，第４回COI2021会議，東京，2018.12.19.

（9） 渡邊史郎、平田健司、小林健太郎、安井博宣、松本博樹、久
下裕司、志賀哲：「新規低酸素トレーサー[18F]DiFAと
[18F]FMISOの低酸素集積の比較」、第５８回日本核医学会
学術総会，沖縄，2018.11.15-17

（10） 川内敬介，平田健司，市川晟也，加藤千恵次： 畳込み
ニューラルネットワークを用いたFDGPET/CT画像診断支
援システムの開発 第38回日本核医学技術学会総会学術
大会、沖縄  2018.11.15-17

（11） 加藤晋也，川内敬介，加藤千恵次：15O-H2O心電図同期
PETによる拡張期抽出および deep learning を用いたROI
設定の試み 第38回日本核医学技術学会総会学術大会、沖
縄 2018.11.15-17

（12） 市川晟也，平田健司，川内敬介，加藤千恵次： CNNを用い
た11C-methionine PETの腫瘍境界自動設定システムの考
案 第38回日本核医学技術学会総会学術大会、沖縄  
2018.11.15-17

（13） 松倉吉彦，平田健司，加藤千恵次：悪性リンパ腫のステー
ジングの自動診断支援ソフトウェアの開発 第38回日本核
医学技術学会総会学術大会、沖縄  2018.11.15-17

（14） 加藤千恵次，加藤晋也，孫田惠一，真鍋治，志賀哲：H2O心
電図同期ダイナミックPETでの虚血心筋perfusable　
tissue　fraction解析　第38回日本核医学技術学会総会
学術大会、沖縄  2018.11.15-17

（15） 吉川和人、佐藤　淳、佐藤　明、小野寺麻記子、北村哲也、
北川善政：頭頸部非ホジキンリンパ腫における治療前の
FDG-PETおよび血清パラメーターの予後不良因子としての
有用性．第63回 日本口腔外科学会学術大会・総会、2018
年

（16） 柴田悠貴、安井博宣、東川桂、久下裕司：「フェロトーシス誘
導剤Erastinによる放射線増感効果の検討」日本薬学会第
138年会、石川県立音楽堂、金沢　2018年3月25日-28日

（17） 富田真由、高倉栄男、安井博宣、東川桂、久下裕司、小川美
香子：「[18F]FDG PETを用いたPD-１治療効果の早期予測
に関する in vivo での検討」日本薬学会第138年会、石川
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県立音楽堂、金沢 2018年3月25日-28日
（18） 安井博宣、東川桂、志水陽一、松本博樹、志賀哲、玉木長

良、久下裕司：「低酸素標的PETプローブ[18F]DiFAの腫瘍
内局在に対するグルタチオン環境の影響評価」第13 回日
本分子イメージング学会総会・学術集会、東京大学、文京
区 2018年5月31日-6月1日

（19） 東川桂、堀口紗和子、足澤誠、小松由紀子、大倉一枝、安井
博宣、武田宏司、久下裕司：「チミジンホスホリラーゼイメー
ジングプローブによる非アルコール性脂肪肝炎の診断法の
開発研究」 第13回日本分子イメージング学会総会・学術集
会、東京大学、文京区 2018年5月31日-6月1日

（20） 野矢洋一、阿保憲史、東川桂、安井博宣、平田雄一、久保直
樹、久下裕司：「学内ネットワークを用いた被ばく記録の
メール配信の試み」　平成30年度放射線安全取扱部会年
次大会、仙台銀行ホール イズミティ21、仙台 2018年10月
25日-26日

（21） 渡邊史郎、平田健司、小林健太郎、安井博宣、松本博樹、久
下裕司、志賀哲：「新規低酸素トレーサー[18F]DiFAと
[18F]FMISOの悪性腫瘍における低酸素集積の比較」第58
回日本核医学会学術総会、沖縄コンベンションセンター、宜
野湾 2018年11月15日-17日

（22） 富田真由，安井博宣，東川桂，中島孝平，高倉栄男，志賀
哲，久下裕司，小川美香子：PD-１治療が[18F]FDGのがん
組織への集積に与える影響についてのマウスを用いた検
討。第58回日本核医学会学術総会、沖縄コンベンションセ
ンター、宜野湾 2018年11月15日-17日

（23） 中島孝平，杉川晃代，安井博宣，東川桂，高倉栄男，志賀
哲，久下裕司，小川美香子：光免疫療法による[18F]FDGお
よび[18F]FMISOの集積変化に関する検討。第58回日本核
医学会学術総会、沖縄コンベンションセンター、宜野湾 
2018年11月15日-17日

その他（生涯教育，啓蒙活動編）
（1） 平田健司：「Radiomicsについての最近の話題」，第12回熊

本核医学フォーラム，熊本市，2018.１.26.
（2） 渡邊史郎：「転移・再発甲状腺分化癌における放射性ヨ-ド

治療抵抗性の判断」，甲状腺癌治療カンファランス，札幌
市，2018.２.17

（3） 志賀　哲：「核医学検査の現状と将来展望」，第54回西胆
振画像診断検討会，室蘭市，2018.５.18

（4） 平田健司：「放射線科医としての、人工知能との付き合い
かた」，放射線科セミナー，東京，2018.６.16.

（5） 小林健太郎、平田健司、志賀哲：「FDG　PET/CTで時にみ
られるfocal uptakeは異常か生理的か」，ライラック・カン
ファレンス，札幌市，2018.７.13.

（6） 真鍋治：「日常臨床から研究に至るまでのプロセス～Los 
Angelesで思うこと」，北海道Cardiovascular imaging研究
会，札幌，2018.08.25.
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Ushigome H, Yokota I, Nakamura N, Oda Y, Asano M, 
Tanaka  M,  Yamazak i  M,  Fuku i  M.  Prognos t i c  
significance of day-by-day variability of home blood 
pressure on progression to macroalbuminuria in 
pat ients with diabetes.  J Hypertens.  2018; 36: 
1068-75.

国内学会発表
（1） 横田 勲. 生存時間型アウトカムに対する単群試験のデザ

イン，第60回小児血液がん学会，京都，2018.11.16.

●病院臨床研究開発センター

英文原著論文・総説
（1） Kenji Yamada, Hideaki Shiraishi, Eishin Oki, Mika 

Ishige, Toshiyuki Fukao, Yusuke Hamada, Norio Sakai, 
Fumihiro Ochih, Asami Watanabeh, Sanae Kawakami, 
Kazuyo Kuzume, Kenji Watanabe, Koji Sameshima, 
Kiyotaka Nakamagoe, Akira Tamaoka, Naoko Asahina, 
Saki Yokoshiki, Takashi Miyakoshi, Kota Ono, Koji Oba, 
Toshiyuki Isoe, Hiroshi Hayashi, Seiji Yamaguchi, 

Norihiro Sato. Open-label clinical trial of bezafibrate 
treatment in patients with fatty acidoxidation disorders 
in Japan. Molecular Genetics and Metabolism Reports. 
2018 Jun;15:55‒63

（2） Shinsuke Otagiri, Shunsuke Ohnishi, Arisa Miura, 
Hiroshi Hayashi ,  Izumi Kumagai ,  Yoichi M Ito,   
Takehiko Katsurada, Shiro Nakamura, Rika Okamoto, 
Kenichi Yamahara, Kyu Yong Cho, Toshiyuki Isoe, 
Norihiro Sato ,  Naoya Sakamoto.  Evaluat ion of  
amnion -der i ved  mesenchyma l  s t em ce l l s  fo r  
treatment-resistant moderate Crohn’s disease: study 
protocol for a phase I/II, dual-centre, open-label, 
uncontro l led ,  dose‒response  t r ia l .  BMJ open 
gastroenterology. 2018 May；5（1） e000206

（3） Ichiro Kusumi, Yuki Arai, Ryo Okubo , Minoru Honda, 
Yasuhiro Matsuda, Yukihiko Matsuda , Akihiko Tochigi, 
Yoshiteru Takekita, Hiroyoshi Yamanaka, Keiichi 
Uemura, Koichi Ito, Kiyoshi Tsuchiya, Jun Yamada, 
Bunta  Yosh imura ,  Nobuyuk i  Mi tsu i ,  S igeh i ro  
Matsubara,  Takayuki Segawa,  Nobuyuki Nishi ,  
Yasufumi Sugawara, Yuki Kako, Ikuta Shinkawa, Kaoru 
Shinohara, Akiko Konishi, Junichi Iga, Naoki Hashimoto, 
Shinsaku Inomata, Noriko Tsukamoto , Hiroto Ito, 
Yoichi M. Ito and Norihiro Sato. Predictive factors for 
hyperg lycaemic  progress ion in  pat ients  w i th  
schizophrenia or bipolar disorder. BJPsych Open. 2018 
Nov；4（6）：454-60

（4） Houkin K, Shichinohe H, Abe K, Arato T, Dezawa M, 
Honmou O, Horie N, Katayama Y, Kudo K, Kuroda S, 
Matsuyama T, Miyai I, Nagata I, Niizuma K, Sakushima 
K, Sasaki M, Sato N, Sawanobori K, Suda S, Taguchi A, 
Tominaga T, Yamamoto H, Yamashita T, Yoshimine T; 
Working Group for Guidelines on Development of 
Cell-Based Products for the Treatment of Cerebral 
Infarction. Accelerating Cell Therapy for Stroke in 
Japan: Regulatory Framework and Guidelines on 
Development of Cell-Based Products. Stroke. 2018 Apr; 
49（4）: e145-e52 do i :  10 .1161/STROKEAHA.  
117.019216. Epub 2018 Mar 16

和文論文・和文総説
（1） 荒戸照世：世界におけるバイオシミラーの規制　日本の

規制と比較して，ファルマシア54，311-315（2018）
（2） 木下潔，真木一茂，荒戸照世，太田哲也，小野寺博志，佐藤

秀昭，中澤隆弘，平林容子，笛木修，三井田宏明，吉田徳
幸，渡部一人，小比賀聡，井上貴雄：核酸医薬品の安全性
評価に関する考え方－仮想核酸医薬品をモデルとして－
第3回：既存情報の有効活用，医薬品医療機器レギュラト
リーサイエンス49，207-214（2018）

（3） 荒戸照世：モノクローナル抗体のバイオシミラーの臨床
データパッケージ，PHARMSTAGE 18，29-34（2019）

（4） 上野圭仁，真木一茂，荒戸照世：核酸医薬品の非臨床安全
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性試験の現状，医薬品医療機器レギュラトリーサイエンス
50，72-82（2019）

和文著書
（1） 前田浩次郎，荒戸照世：第4章 希少疾患治療薬開発にお

ける非臨床・臨床試験と求められる安全性評価　3節 臨
床試験で求められる有効性評価と市販後を含めた安全性
評価，希少疾患用医薬品の適応拡大と事業性評価，技術
情報協会 2018，pp.127-140

国際学会発表
（1） Yoshiya Tanaka, Koji Oba, Takao Koike, Nobuyuki 

Miyasaka, Tsuneyo Mimori ,  Tsutomu Takeuchi,  
Shintaro Hirata, Eiichi Tanaka, hidekata yasuoka, Yuko 
Kaneko, Kosaku Murakami, Tomohiro Koga, Kazuhisa 
Nakano, Koichi Amano, Kazuyasu Ushio, Tatsuya 
Atsumi, Masayuki Inoo, Kazuhiro Hatta, Shinichi Mizuki, 
Shohei Nagaoka, Shinichiro Tsunoda, Hiroaki Dobashi, 
Nao Horie and Norihiro Sato. Sustained Clinical 
Remission after Discontinuation of Infliximab with a 
Raising Dose Strategy in Patients with Rheumatoid 
Arthritis （RRRR study）: A Randomized Controlled Trial. 
Ame r i c an  Co l l e g e  o f  Rheuma t o l o g y  annua l  
meeting,chicago,Oct.24,2018

（2） Masaaki Matsushima, Ken Sakushima, Ichiro Yabe, 
IkukoIwata, Yasuhiro Kanatani, Naoki Nishimoto, 
Takeshi Matsuoka, Takayuki Katayama, Haruo Uesugi, 
Kazuya Sako, Asako Takei, Akiko Tamakoshi, Shun 
Shimohama, Norihiro Sato, Seiji Kikuchi, Hidenao 
Sasaki, epartment of Health and Welfare, Hokkaido 
Government, HoRC-MSA study group Department of 
Neurology, Faculty of Medicine and Graduate School of 
Medicine, Hokkaido University, Department of Health 
Crisis Management, National Institute of Public Health, 
Department of Biostatistics, Hokkaido University 
Graduate School of Medicine, Department of Neurology, 
Date Red Cross Hospital, Cardiovascular, Respiratory 
and Neurology Division, Department of Internal 
Medicine, Asahikawa Medical University, Sapporo 
Yamanoue Hospital ,  Department of Neurology,  
Nakamura Memorial Hospital, Hokuyukai Neurological 
Hospital, Department of Public Health, Faculty of 
Medicine and Graduate School of Medicine, Hokkaido 
University, Department of Neurology, Sapporo Medical 
University School of Medicine, Hokkaido University 
Hospital Clinical Research and Medical Innovation 
Center, Hokkaido Medical Center: A study on cause of 
death of Multiple System Atrophy using the registry 
data: HoRC-MSA project. 60th Annual Meeting of the 
Japanese Society of Neurology All Rights Reserverd, 
Osaka，May13,2019

国内学会発表
（1） 加瀬谷美幸，畑中佳奈子，森こず恵，葛西瑞穂，奥村麻美，

南家綾江，松野吉宏，天野虎次，畑中豊，佐藤典宏，核酸抽
出に対する病理標本染色の影響の検討. 第107回日本病
理学会総会，札幌，2018.6.

（2） 佐藤典宏：臨床研究法「橋渡し部門における取り組み」.第
16回日本臨床腫瘍学会学術集会，神戸，2018.7.

（3） 上野圭仁，荒戸照世：核酸医薬品の非臨床安全性試験の
現状，日本核酸医薬学会第4回年会（ポスター），福岡，
2018.7.

（4） 荒戸照世：mRNA医薬品とは何か？，日本核酸医薬学会第
4回年会（シンポジウム），福岡，2018.7

（5） 荒戸照世：核酸医薬品の承認にはどのようなデータが必
要か？，日本核酸医薬学会第4回年会（ランチョンセミ
ナー），福岡，2018.7.

（6） 荒戸照世：バイオシミラーの規制と現状～モノクローナル
抗体のバイオシミラーはどのように承認されるのか～，第
79回九州山口薬学大会（ランチョンセミナー），別府，
2018.11.

（7） 荒戸照世：バイオシミラーの規制と現状～モノクローナル
抗体のバイオシミラーはどのように承認されるのか～，第
28回日本医療薬学会年会（ランチョンセミナー），神戸，
2018.11.

（8） 荒戸照世：遺伝子治療用製品の品質と安全性に関する基
礎知識―医薬品開発との違い－，第3回DIA再生医療製
品・遺伝子治療用製品シンポジウム（教育講演），東京，
2018.12.

（9） 横式沙紀，林宏至，後藤秀樹，柴田倫人，大野浩太，袴田
遥，吉永和美，小野菜々子，酒井麻未，藤田靖幸，清水宏，
荒戸照世，佐藤典宏：再生医療等製品医師主導治験を振り
返って，日本臨床試験学会第10回学術集会総会（ポス
ター），東京，2019.1.

（10） 佐藤典宏：サステナブルなキャリア形成を目指して.日本臨
床試験学会第10回学術集会総会，東京，2019.1.

（11） 横式沙紀，林宏至，後藤秀樹，柴田倫人，大野浩太，袴田
遥，吉永和美，小野菜々子，酒井麻未，藤田靖幸，清水宏，
荒戸照世，佐藤典宏，再生医療等製品医師主導治験の経
験を振り返って. 日本臨床試験学会第10回学術集会総会，
東京，2019.1.

（12） 荒戸照世：既承認核酸医薬品の審査報告書を読み解く　
既承認核酸医薬品の非臨床データパッケージ，第11回核
酸医薬レギュラトリーサイエンスシンポジウム，東京，
2019.2.
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年度 制度名 課題名 研究者名相手先

30

30

30

橋渡し研究戦略的推進プログラム

研究拠点形成費等補助金「多様な新ニー
ズに対応する「がん専門医療人材（がんプ
ロフェッショナル）養成プラン）」

研究拠点形成費補助金・卓越大学院プロ
グラム事業費

佐邊　壽孝

白𡈽　博樹

佐邊　壽孝

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

文部科学省

文部科学省

間充織形質を獲得した難治性膵癌の新規
治療法確立の為の基礎研究

人と医を紡ぐ北海道がん医療人養成プラン

One Healthフロンティア卓越大学院プロ
グラム

年度 制度名 課題名 研究者名相手先

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

COIプログラム（JST）

COIプログラム（JST）

国立がん研究センター研究開発費

受託研究

経済産業省　平成30年度政府戦略分野
にかかる国際標準化活動

COIプログラム（JST）

受託研究

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

玉腰　暁子

平田　健司

清水　伸一

白𡈽　博樹

白𡈽　博樹

渡邊　史郎

近藤　英司

吉岡　充弘

吉岡　充弘

大村　　優

岩崎　倫政

岩崎　倫政

岩崎　倫政

岩崎　倫政

岩崎　倫政

岩崎　倫政

高畑　雅彦

高畑　雅彦

高畑　雅彦

高畑　雅彦

高畑　雅彦

山田　勝久

山田　勝久

浅野　　毅

角家　　健

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
国立がん研究センター

富士フイルムメディカル株式会社
ITソリューション事業本部

株式会社
三菱総合研究所

国立研究開発法人
科学技術振興機構

オリンパステルモバイオ
マテリアル株式会社

公益財団法人
喫煙科学研究財団

公益信託 五峯ライフサイエンス国際基金
受託者 三菱UFJ信託銀行株式会社

公益財団法人秋山記
念生命科学振興財団

ファイザー株式会社

サノフィ株式会社

帝人ファーマ株式会社

アステラス製薬株式会社

第一三共株式会社

塩野義製薬株式会社

公益財団法人 三菱財団

公益財団法人 三菱財団

中外製薬株式会社

AOSpine Asia Pacific

公益財団法人
寿原記念財団

整形災害外科学
研究助成財団

NPO法人 北海道脊
椎脊髄外科研究グループ
一般社団法人 日本損害保険
協会損害サービス企画部
試験・医研センターグループ

公益財団法人 住友電工
グループ 社会貢献基金

COI拠点「食と健康の達人」拠点（若手連
携研究ファンドH30W08）

COI拠点「食と健康の達人」拠点（若手連
携研究ファンドH30W16）

陽子線治療の多施設臨床試験の臨床試験
計画と立案・実施とスキャニング照射法の臨床応用

ソフトウェア機能評価

低侵襲放射線治療のケアコーディネー
ション装置に関する国際標準化

COI拠点「食と健康の達人」拠点（若手連
携研究ファンド デジタル分野（FS））

Osteotomy（骨切り術）に関する影響力の
高い論文の考察

光遺伝学を用いたニコチン離脱症状に関
わるセロトニン神経回路の解明

うつ病における外側手網核の役割の解明

ニコチン断薬による体温低下と情動変化の機
構をセロトニン神経系の観点から解明する

精神疾患に関する研究

転移性骨がんにおけるがん細胞の骨髄内
環境への生着に関する研究

変形性関節症の病態解明研究

筋骨格系疾患領域に関する研究助成

糖鎖工学的手法を用いた変形性関節症
の早期病態解明に関する研究

軟骨破片により誘導される関節炎関連分
子の機能解析

糖鎖リガンドを介した破骨前駆細胞のホーミングお
よび最終分化制御機構の解明の研究を行うため。

糖鎖リガンドを介した破骨前駆細胞のホーミングお
よび最終分化制御機構の解明の研究を行うため。

転移性骨がんにおけるがん糖鎖抗原の役
割に関する研究
A genome-wide association study to identify 
susceptibility loci for ossification of the posterior 
longitudinal ligament of the thoracic spine

全ゲノム相関解析（GWAS）による胸椎後縦
靱帯骨化症の疾患感受性ゲノム領域の同定
高度肥満を有する若年発症の胸椎後縦靭帯
骨化症患者における疾患感受性遺伝子の同
定及び環境因子の探索の研究を行うため。

脊椎感染症の病態・治療成績および予後
に関する多施設前向き観察研究

脳外傷に対する新規神経保護薬の開発

細胞接着を介した軸索再生メカニズムの
解明
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平成30年度に受け入れのあった資金
●学内・学外共同プロジェクト

●受託研究等

年度 制度名 課題名 研究者名相手先

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

未来医療を実現する医療機器・システム
研究開発事業
未来医療を実現する医療機器・システム研究
開発事業　  術中の迅速な判断・決定を支援
するための診断支援機器・システム開発

次世代治療・診断実現のための創薬基盤
技術開発事業

橋渡し研究戦略的推進プログラム

感染症実用化研究事業　肝炎等克服実用化
研究事業　肝炎等克服緊急対策研究事業

革新的がん医療実用化研究事業

橋渡し研究戦略的推進プログラム

革新的先端研究開発支援事業

革新的先端研究開発支援事業　メカノバイオ
ロジー機構の解明による革新的医療機器及び
医療技術の創出

医工連携事業化推進事業

革新的がん医療実用化研究事業

革新的がん医療実用化研究事業

共同研究

共同研究

共同研究

共同研究

共同研究

共同研究

NEXTEP（産学共同実用化開発事業）（JST）

COIプログラム（JST）

白𡈽　博樹

清水　伸一

古川　潤一

清水　伸一

古川　潤一
（分担者）

志賀　　哲

須藤　英毅

角家　　健

古川　潤一
（分担者）

須藤　英毅
（分担者）

白𡈽　博樹
（分担者）

鬼丸　力也
（分担者）

岩崎　倫政

古川　潤一

白𡈽　博樹

近藤　英司

岩崎　倫政

田中　伸哉

岩崎　倫政

玉腰　暁子

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構
国立研究開発法人
日本医療研究開発機構
（㈱ロバート・リード商会）
国立研究開発法人
日本医療研究開発機構
（国立がん研究センター）
国立研究開発法人
日本医療研究開発機構
（広島大学）

持田製薬

塩野義製薬

スタンフォード大学

持田製薬

北斗病院

常光

持田製薬株式会社

国立研究開発法人
科学技術振興機構

微粒子腫瘍マーカとリアルタイム3次元透視を
融合した次世代高精度粒子線治療技術の開発

量子線手術（クオンタム・ビーム・サージェリー）と放
射線照射後手術における治療術中の迅速な判断・決
定を支援するための診断支援機器・システム開発

糖鎖利用による革新的創薬技術開発事業

動体追跡技術を発展させ、がん標的の3次元的形状と位置の
時間的変化を把握する実体適合陽子線治療（Real-world 
Adaptive Proton Beam Therapy）システムの非臨床POC取得

慢性肝疾患の組織病態進展機構の解析および血清組
織糖鎖の網羅的探索による予後予測マーカーの構築
Precision Medicine時代を切り拓く11C標識メ
チオニンの脳腫瘍診断に関する研究－薬剤自
動合成装置の医療機器承認取得を目指して－

椎間板再生治療における組織修復材の開発

末梢神経の軸索再生を支える細胞機構と
接着因子の解明

機械受容応答を支える膜・糖鎖環境の解
明と筋疾患治療への展開
高適合・短時間施術を実現する、3Dモデリング
及び3D積層造形を応用したカスタムメイド脊
柱変形矯正用インプラントの開発・事業化

頭頸部扁平上皮癌に対する強度変調陽子線治
療の実用化に向けた技術開発と有効性検証

JCOG1408の患者登録

関節疾患に対する新規機能性素材による
治療研究

肝臓疾患の複合糖質関連疾患マーカーの
有用性検証
Inte r n a t i o n a l  R a ndom i z ed  S t ud y  o f  T r a n s a r t e r i a l  
Chemoembol izat ion （TACE） versus Stereotact ic  Body 
Radiotherapy （SBRT）/Stereotactic Ablative Radiotherapy （SABR）

低エンドトキシンアルギン酸ナトリウム（低エ
ンドALG-Na）による半月板損傷治療の研究

下肢運動器疾患に関する基礎的および臨
床的研究

脳腫瘍のためのISH診断キットの開発

（J13-13）硬化性ゲルを用いた関節軟骨損
傷の治療

COI拠点「食と健康の達人」拠点
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年度 制度名 課題名 研究者名相手先

30

30

30

橋渡し研究戦略的推進プログラム

研究拠点形成費等補助金「多様な新ニー
ズに対応する「がん専門医療人材（がんプ
ロフェッショナル）養成プラン）」

研究拠点形成費補助金・卓越大学院プロ
グラム事業費

佐邊　壽孝

白𡈽　博樹

佐邊　壽孝

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

文部科学省

文部科学省

間充織形質を獲得した難治性膵癌の新規
治療法確立の為の基礎研究

人と医を紡ぐ北海道がん医療人養成プラン

One Healthフロンティア卓越大学院プロ
グラム

年度 制度名 課題名 研究者名相手先

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

COIプログラム（JST）

COIプログラム（JST）

国立がん研究センター研究開発費

受託研究

経済産業省　平成30年度政府戦略分野
にかかる国際標準化活動

COIプログラム（JST）

受託研究

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

玉腰　暁子

平田　健司

清水　伸一

白𡈽　博樹

白𡈽　博樹

渡邊　史郎

近藤　英司

吉岡　充弘

吉岡　充弘

大村　　優

岩崎　倫政

岩崎　倫政

岩崎　倫政

岩崎　倫政

岩崎　倫政

岩崎　倫政

高畑　雅彦

高畑　雅彦

高畑　雅彦

高畑　雅彦

高畑　雅彦

山田　勝久

山田　勝久

浅野　　毅

角家　　健

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
国立がん研究センター

富士フイルムメディカル株式会社
ITソリューション事業本部

株式会社
三菱総合研究所

国立研究開発法人
科学技術振興機構

オリンパステルモバイオ
マテリアル株式会社

公益財団法人
喫煙科学研究財団

公益信託 五峯ライフサイエンス国際基金
受託者 三菱UFJ信託銀行株式会社

公益財団法人秋山記
念生命科学振興財団

ファイザー株式会社

サノフィ株式会社

帝人ファーマ株式会社

アステラス製薬株式会社

第一三共株式会社

塩野義製薬株式会社

公益財団法人 三菱財団

公益財団法人 三菱財団

中外製薬株式会社

AOSpine Asia Pacific

公益財団法人
寿原記念財団

整形災害外科学
研究助成財団

NPO法人 北海道脊
椎脊髄外科研究グループ
一般社団法人 日本損害保険
協会損害サービス企画部
試験・医研センターグループ

公益財団法人 住友電工
グループ 社会貢献基金

COI拠点「食と健康の達人」拠点（若手連
携研究ファンドH30W08）

COI拠点「食と健康の達人」拠点（若手連
携研究ファンドH30W16）

陽子線治療の多施設臨床試験の臨床試験
計画と立案・実施とスキャニング照射法の臨床応用

ソフトウェア機能評価

低侵襲放射線治療のケアコーディネー
ション装置に関する国際標準化

COI拠点「食と健康の達人」拠点（若手連
携研究ファンド デジタル分野（FS））

Osteotomy（骨切り術）に関する影響力の
高い論文の考察

光遺伝学を用いたニコチン離脱症状に関
わるセロトニン神経回路の解明

うつ病における外側手網核の役割の解明

ニコチン断薬による体温低下と情動変化の機
構をセロトニン神経系の観点から解明する

精神疾患に関する研究

転移性骨がんにおけるがん細胞の骨髄内
環境への生着に関する研究

変形性関節症の病態解明研究

筋骨格系疾患領域に関する研究助成

糖鎖工学的手法を用いた変形性関節症
の早期病態解明に関する研究

軟骨破片により誘導される関節炎関連分
子の機能解析

糖鎖リガンドを介した破骨前駆細胞のホーミングお
よび最終分化制御機構の解明の研究を行うため。

糖鎖リガンドを介した破骨前駆細胞のホーミングお
よび最終分化制御機構の解明の研究を行うため。

転移性骨がんにおけるがん糖鎖抗原の役
割に関する研究
A genome-wide association study to identify 
susceptibility loci for ossification of the posterior 
longitudinal ligament of the thoracic spine

全ゲノム相関解析（GWAS）による胸椎後縦
靱帯骨化症の疾患感受性ゲノム領域の同定
高度肥満を有する若年発症の胸椎後縦靭帯
骨化症患者における疾患感受性遺伝子の同
定及び環境因子の探索の研究を行うため。

脊椎感染症の病態・治療成績および予後
に関する多施設前向き観察研究

脳外傷に対する新規神経保護薬の開発

細胞接着を介した軸索再生メカニズムの
解明

ANNUAL REPORT 2018

平成30年度に受け入れのあった資金
●学内・学外共同プロジェクト

●受託研究等

年度 制度名 課題名 研究者名相手先

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

未来医療を実現する医療機器・システム
研究開発事業
未来医療を実現する医療機器・システム研究
開発事業　  術中の迅速な判断・決定を支援
するための診断支援機器・システム開発

次世代治療・診断実現のための創薬基盤
技術開発事業

橋渡し研究戦略的推進プログラム

感染症実用化研究事業　肝炎等克服実用化
研究事業　肝炎等克服緊急対策研究事業

革新的がん医療実用化研究事業

橋渡し研究戦略的推進プログラム

革新的先端研究開発支援事業

革新的先端研究開発支援事業　メカノバイオ
ロジー機構の解明による革新的医療機器及び
医療技術の創出

医工連携事業化推進事業

革新的がん医療実用化研究事業

革新的がん医療実用化研究事業

共同研究

共同研究

共同研究

共同研究

共同研究

共同研究

NEXTEP（産学共同実用化開発事業）（JST）

COIプログラム（JST）

白𡈽　博樹

清水　伸一

古川　潤一

清水　伸一

古川　潤一
（分担者）

志賀　　哲

須藤　英毅

角家　　健

古川　潤一
（分担者）

須藤　英毅
（分担者）

白𡈽　博樹
（分担者）

鬼丸　力也
（分担者）

岩崎　倫政

古川　潤一

白𡈽　博樹

近藤　英司

岩崎　倫政

田中　伸哉

岩崎　倫政

玉腰　暁子

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構
国立研究開発法人
日本医療研究開発機構
（㈱ロバート・リード商会）
国立研究開発法人
日本医療研究開発機構
（国立がん研究センター）
国立研究開発法人
日本医療研究開発機構
（広島大学）

持田製薬

塩野義製薬

スタンフォード大学

持田製薬

北斗病院

常光

持田製薬株式会社

国立研究開発法人
科学技術振興機構

微粒子腫瘍マーカとリアルタイム3次元透視を
融合した次世代高精度粒子線治療技術の開発

量子線手術（クオンタム・ビーム・サージェリー）と放
射線照射後手術における治療術中の迅速な判断・決
定を支援するための診断支援機器・システム開発

糖鎖利用による革新的創薬技術開発事業

動体追跡技術を発展させ、がん標的の3次元的形状と位置の
時間的変化を把握する実体適合陽子線治療（Real-world 
Adaptive Proton Beam Therapy）システムの非臨床POC取得

慢性肝疾患の組織病態進展機構の解析および血清組
織糖鎖の網羅的探索による予後予測マーカーの構築
Precision Medicine時代を切り拓く11C標識メ
チオニンの脳腫瘍診断に関する研究－薬剤自
動合成装置の医療機器承認取得を目指して－

椎間板再生治療における組織修復材の開発

末梢神経の軸索再生を支える細胞機構と
接着因子の解明

機械受容応答を支える膜・糖鎖環境の解
明と筋疾患治療への展開
高適合・短時間施術を実現する、3Dモデリング
及び3D積層造形を応用したカスタムメイド脊
柱変形矯正用インプラントの開発・事業化

頭頸部扁平上皮癌に対する強度変調陽子線治
療の実用化に向けた技術開発と有効性検証

JCOG1408の患者登録

関節疾患に対する新規機能性素材による
治療研究

肝臓疾患の複合糖質関連疾患マーカーの
有用性検証
Inte r n a t i o n a l  R a ndom i z ed  S t ud y  o f  T r a n s a r t e r i a l  
Chemoembol izat ion （TACE） versus Stereotact ic  Body 
Radiotherapy （SBRT）/Stereotactic Ablative Radiotherapy （SABR）

低エンドトキシンアルギン酸ナトリウム（低エ
ンドALG-Na）による半月板損傷治療の研究

下肢運動器疾患に関する基礎的および臨
床的研究

脳腫瘍のためのISH診断キットの開発

（J13-13）硬化性ゲルを用いた関節軟骨損
傷の治療

COI拠点「食と健康の達人」拠点
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年度 研究種目 課題名 役割研究者名

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

基盤研究（B）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

若手研究（B）

若手研究（B）

若手研究

若手研究

挑戦的萌芽研究

挑戦的研究（開拓）

挑戦的研究（萌芽）

研究活動スタート支援

特別研究員奨励費

国際共同研究加速基金

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

高畑　雅彦

古川　潤一

及川　　司

吉田　隆行

井上　哲也

加藤　徳雄

真鍋　　治

作原　祐介

岡本　祥三

鬼丸　力也

浅野　　毅

角家　健

テルカウィアラー

永野　裕介

津田真寿美

大村　　優

橋本　孝之

橋本　あり

馬場　力哉

小林健太郎

山田　勝久

西岡健太郎

松岡　正剛

小野寺康仁

玉腰　暁子

須藤　英毅

豊永　拓哉

権　　池勲

吉田　隆行

免疫グロブリン様受容体（IgLR）分子群を標的とした次世代骨吸収
抑制薬の開発
BEPを基盤としたO-結合型糖タンパク質のグライコプロテオミクス
による同定法

p53による上皮エピゲノム調節機構の解明

幼若期ストレスにより誘発する成熟期情動行動異常の分子基盤解析

低酸素細胞を有する原発性肺癌に対する動体追跡放射線治療の研究

Radiomicsを用いた肝癌に対する"個別化"陽子線治療法の確立

PET用低酸素イメージング薬剤であるFMISOを用いた心サルコイ
ドーシスの評価

リアルタイム水晶体被ばく計測システム構築のための基礎的検討

FDiFA-PETを用いた新しい低酸素評価方法の確立

確率論的LQモデルによる放射線治療効果予測法の研究

脊髄損傷に対する新規神経保護薬の開発

神経幹細胞移植による慢性期脊髄損傷での神経回路再形成

人工股関節置換術後の骨溶解を制御する新規治療法の開発

複合細胞移植による新規末梢神経再生方法の開発

癌の転移先臓器決定と覚醒におけるCrkおよびExosomeの機能解析

光遺伝学・ゲノム編集を駆使したセロトニン神経系の情動制御機
構解明
量子生命科学的アプローチによる金ナノ粒子の放射線増感効果の
解明と最適化への挑戦
進行癌におけるArf6経路を介した免疫チェックポイントPD-L1の制
御機構の解明
幹細胞による安全な軟骨再生医療のための脂質分化マーカーの探
索とその機能の解明

FDG/FMISO PETのtexture解析による脳腫瘍の新たな診断法の確立

アポトーシス応答機構を標的とした椎間板変性制御に関する統合
的研究
人工知能を用いて管腔臓器の位置および形状を予測・追跡する技
術の開発
成長板軟骨損傷後の治癒過程におけるガングリオシドによる内軟
骨性骨化制御機構の解明

細胞内２進カウンターの開発と遺伝子発現履歴解析への応用

ウエアラブル端末を用いた高齢者の認知機能に影響する歩行パラ
メータと修飾要因の検討

椎間板変性に起因した痛みと関連する血清中糖鎖の網羅的探索

機械学習を用いた脳腫瘍低酸素領域の予測

放射線増感剤金ナノ粒子が及ぼす線量増幅効果の定量化の研究

幼若期ストレスによって変容する薬物依存性と共感性行動の脳内
分子メカニズム解明
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年度 制度名 課題名 研究者名相手先

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

難治性疾患実用化研究事業

難治性疾患実用化研究事業

臨床研究・治験推進研究事業

臨床研究・治験推進研究事業

受託研究

受託研究

共同研究

長寿・障害総合研究事業

受託研究

センター・オブ・イノベーションプログラム

共同研究費

角家　　健

角家　　健

吉岡　充弘
（笹森　瞳）

岩崎　倫政
（遠藤　健）

荒戸　照世
（分担者）

荒戸　照世
（分担者）

荒戸　照世
（分担者）

荒戸　照世
（分担者）

玉腰　暁子

玉腰　暁子

玉腰　暁子

横田　　勲
（分担者）

志賀　　哲

平田　健司

志賀　　哲

公益財団法人 鈴木謙三
記念医化学応用研究財団

小林国際奨学財団

公益財団法人 加藤記念
バイオサイエンス振興財団
一般社団法人 日本損害保険
協会 損害サービス企画部
試験・医研センターグループ

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

中札内村

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

株式会社
フィリップスジャパン

歩行動画によるロコモ評価システムの開
発に関する研究

炎症反応制御による運動器疾患予防方法
の開発
Norepinephrine reuptake inhibition enhances 
the control of impul sivity by activating Dl-like 
reeceptors in the infral imbic cortex

末梢神経損傷に対する未分化シュワン細
胞の有効性の検討

重症薬疹における特異的細胞死誘導受容
体をターゲットにした新規治療薬開発

ナチュラルキラーT細胞活性化による慢性炎
症制御に基づく新たな心筋症治療の実用化

酸素の安定同位体O-17を用いた次世代
MRI検査法の開発

HER2陽性再発転移の唾液腺癌に対する
個別化治療の開発

IoTセルフケアアプリを活用した高血圧性
疾患の重症化予防を目指した研究

多系統萎縮症の自然歴と新規バイオマー
カー開発に関する研究

①中札内村健康増進計画に向けた調査研究　②栄養
改善事業（中札内村七色献立プロジェクト）の効果検証

食事評価・労働効率換算表を用いた身体障
害者の労働生産性、就労支援創出の研究
Precision Medicine時代を切り拓く11C標識メ
チオニンの脳腫瘍診断に関する研究―薬剤自
動合成装置の医療機器承認取得を目指して―

FDG PET報告書のビックデータ解析による画
像自動診断システムの開発をめざした研究

第四期 Time of Flight および新しい散乱線
補正法を用いた臨床有用性の探索・評価

年度 研究種目 課題名 役割研究者名

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

基盤研究（B）

基盤研究（B）

基盤研究（B）

基盤研究（B）

基盤研究（B）

基盤研究（B）

基盤研究（B）

基盤研究（B）

基盤研究（B）

基盤研究（B）

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

白𡈽　博樹

近藤　英司

須藤　英毅

吉岡　充弘

岩崎　倫政

佐邊　壽孝

志賀　　哲

清水　伸一

小野寺康仁

中村　幸志

ヘリウム・陽子線ハイブリッド治療の研究開発

被損傷靱帯に出現する幹細胞様細胞が移植腱再構築過程を促進
する分子機序の統合的解明
高純度硬化性ゲルによる椎間板組織自然再生誘導法の開発と組織
再生メカニズムの解明

人工受容体DREADDによる恐怖記憶の制御機構の解明

スフィンゴ糖脂質機能解析を基盤とした関節疾患の病態解明と新
規治療法の開発

上皮integrity維持機構多様性の生物学的意義の解明

低酸素腫瘍に対する新たな治療戦略の構築

微小空間画像による極低侵襲・マーカーレス実時間画像誘導放射
線治療技法の開発

腫瘍内の代謝微小環境が放射線耐性を誘導するメカニズムの解析

血中低比重リポ蛋白の性質と生活習慣・代謝異常・動脈硬化に関す
る地域疫学研究

●文部科学省科学研究費補助金
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年度 研究種目 課題名 役割研究者名

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

基盤研究（B）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

若手研究（B）

若手研究（B）

若手研究

若手研究

挑戦的萌芽研究

挑戦的研究（開拓）

挑戦的研究（萌芽）

研究活動スタート支援

特別研究員奨励費

国際共同研究加速基金

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

高畑　雅彦

古川　潤一

及川　　司

吉田　隆行

井上　哲也

加藤　徳雄

真鍋　　治

作原　祐介

岡本　祥三

鬼丸　力也

浅野　　毅

角家　健

テルカウィアラー

永野　裕介

津田真寿美

大村　　優

橋本　孝之

橋本　あり

馬場　力哉

小林健太郎

山田　勝久

西岡健太郎

松岡　正剛

小野寺康仁

玉腰　暁子

須藤　英毅

豊永　拓哉

権　　池勲

吉田　隆行

免疫グロブリン様受容体（IgLR）分子群を標的とした次世代骨吸収
抑制薬の開発
BEPを基盤としたO-結合型糖タンパク質のグライコプロテオミクス
による同定法

p53による上皮エピゲノム調節機構の解明

幼若期ストレスにより誘発する成熟期情動行動異常の分子基盤解析

低酸素細胞を有する原発性肺癌に対する動体追跡放射線治療の研究

Radiomicsを用いた肝癌に対する"個別化"陽子線治療法の確立

PET用低酸素イメージング薬剤であるFMISOを用いた心サルコイ
ドーシスの評価

リアルタイム水晶体被ばく計測システム構築のための基礎的検討

FDiFA-PETを用いた新しい低酸素評価方法の確立

確率論的LQモデルによる放射線治療効果予測法の研究

脊髄損傷に対する新規神経保護薬の開発

神経幹細胞移植による慢性期脊髄損傷での神経回路再形成

人工股関節置換術後の骨溶解を制御する新規治療法の開発

複合細胞移植による新規末梢神経再生方法の開発

癌の転移先臓器決定と覚醒におけるCrkおよびExosomeの機能解析

光遺伝学・ゲノム編集を駆使したセロトニン神経系の情動制御機
構解明
量子生命科学的アプローチによる金ナノ粒子の放射線増感効果の
解明と最適化への挑戦
進行癌におけるArf6経路を介した免疫チェックポイントPD-L1の制
御機構の解明
幹細胞による安全な軟骨再生医療のための脂質分化マーカーの探
索とその機能の解明

FDG/FMISO PETのtexture解析による脳腫瘍の新たな診断法の確立

アポトーシス応答機構を標的とした椎間板変性制御に関する統合
的研究
人工知能を用いて管腔臓器の位置および形状を予測・追跡する技
術の開発
成長板軟骨損傷後の治癒過程におけるガングリオシドによる内軟
骨性骨化制御機構の解明

細胞内２進カウンターの開発と遺伝子発現履歴解析への応用

ウエアラブル端末を用いた高齢者の認知機能に影響する歩行パラ
メータと修飾要因の検討

椎間板変性に起因した痛みと関連する血清中糖鎖の網羅的探索

機械学習を用いた脳腫瘍低酸素領域の予測

放射線増感剤金ナノ粒子が及ぼす線量増幅効果の定量化の研究

幼若期ストレスによって変容する薬物依存性と共感性行動の脳内
分子メカニズム解明
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年度 制度名 課題名 研究者名相手先

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

難治性疾患実用化研究事業

難治性疾患実用化研究事業

臨床研究・治験推進研究事業

臨床研究・治験推進研究事業

受託研究

受託研究

共同研究

長寿・障害総合研究事業

受託研究

センター・オブ・イノベーションプログラム

共同研究費

角家　　健

角家　　健

吉岡　充弘
（笹森　瞳）

岩崎　倫政
（遠藤　健）

荒戸　照世
（分担者）

荒戸　照世
（分担者）

荒戸　照世
（分担者）

荒戸　照世
（分担者）

玉腰　暁子

玉腰　暁子

玉腰　暁子

横田　　勲
（分担者）

志賀　　哲

平田　健司

志賀　　哲

公益財団法人 鈴木謙三
記念医化学応用研究財団

小林国際奨学財団

公益財団法人 加藤記念
バイオサイエンス振興財団
一般社団法人 日本損害保険
協会 損害サービス企画部
試験・医研センターグループ

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

中札内村

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

株式会社
フィリップスジャパン

歩行動画によるロコモ評価システムの開
発に関する研究

炎症反応制御による運動器疾患予防方法
の開発
Norepinephrine reuptake inhibition enhances 
the control of impul sivity by activating Dl-like 
reeceptors in the infral imbic cortex

末梢神経損傷に対する未分化シュワン細
胞の有効性の検討

重症薬疹における特異的細胞死誘導受容
体をターゲットにした新規治療薬開発

ナチュラルキラーT細胞活性化による慢性炎
症制御に基づく新たな心筋症治療の実用化

酸素の安定同位体O-17を用いた次世代
MRI検査法の開発

HER2陽性再発転移の唾液腺癌に対する
個別化治療の開発

IoTセルフケアアプリを活用した高血圧性
疾患の重症化予防を目指した研究

多系統萎縮症の自然歴と新規バイオマー
カー開発に関する研究

①中札内村健康増進計画に向けた調査研究　②栄養
改善事業（中札内村七色献立プロジェクト）の効果検証

食事評価・労働効率換算表を用いた身体障
害者の労働生産性、就労支援創出の研究
Precision Medicine時代を切り拓く11C標識メ
チオニンの脳腫瘍診断に関する研究―薬剤自
動合成装置の医療機器承認取得を目指して―

FDG PET報告書のビックデータ解析による画
像自動診断システムの開発をめざした研究

第四期 Time of Flight および新しい散乱線
補正法を用いた臨床有用性の探索・評価

年度 研究種目 課題名 役割研究者名

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

基盤研究（B）

基盤研究（B）

基盤研究（B）

基盤研究（B）

基盤研究（B）

基盤研究（B）

基盤研究（B）

基盤研究（B）

基盤研究（B）

基盤研究（B）

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

白𡈽　博樹

近藤　英司

須藤　英毅

吉岡　充弘

岩崎　倫政

佐邊　壽孝

志賀　　哲

清水　伸一

小野寺康仁

中村　幸志

ヘリウム・陽子線ハイブリッド治療の研究開発

被損傷靱帯に出現する幹細胞様細胞が移植腱再構築過程を促進
する分子機序の統合的解明
高純度硬化性ゲルによる椎間板組織自然再生誘導法の開発と組織
再生メカニズムの解明

人工受容体DREADDによる恐怖記憶の制御機構の解明

スフィンゴ糖脂質機能解析を基盤とした関節疾患の病態解明と新
規治療法の開発

上皮integrity維持機構多様性の生物学的意義の解明

低酸素腫瘍に対する新たな治療戦略の構築

微小空間画像による極低侵襲・マーカーレス実時間画像誘導放射
線治療技法の開発

腫瘍内の代謝微小環境が放射線耐性を誘導するメカニズムの解析

血中低比重リポ蛋白の性質と生活習慣・代謝異常・動脈硬化に関す
る地域疫学研究

●文部科学省科学研究費補助金
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規　　定
RESEARCH CENTER FOR COOPERATIVE PROJECTS

年度 研究種目 課題名 役割研究者名

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

新学術領域研究

基盤研究（A）

基盤研究（B）

基盤研究（B）

基盤研究（B）

基盤研究（B）

基盤研究（B）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（B）

挑戦的研究（萌芽）

基盤研究（B）

基盤研究（C）

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

玉腰　暁子

高畑　雅彦

玉腰　暁子

古川　潤一

清水　伸一

加藤　徳雄

真鍋　　治

高畑　雅彦

玉腰　暁子

中村　幸志

岩崎　倫政

近藤　英司

志賀　　哲

中村　幸志

横田　　勲

荒戸　照世

玉腰　暁子

玉腰　暁子

南　　璡旼

コホート・生体試料支援プラットフォーム

分子・結晶とマイクロ構造体の変形相互作用による骨組織強度特性

冬季積雪寒冷地の自宅住環境が高齢者の生活習慣や健康状態に
およぼす影響の解明

ケミカルグライコミクスによる細胞の包括的な糖鎖代謝ネットワー
ク解析

粒子線治療の費用対効果評価のための標準的な手法とデータに関
する研究

粒子線治療の費用対効果評価のための標準的な手法とデータに関
する研究

PET,CT,MRIによる包括的映像法を用いた不安定プラークの病態
評価

新規骨質評価法を用いたin vivoにおけるステロイド性骨粗鬆症骨
質に関する研究

地域における客観的な評価による日常の身体活動量と医療費に関
する研究

インターネット依存における頸性うつをターゲットとした身体的精
神的影響の解明

先天性橈尺骨癒合症の原因遺伝子同定とその機能解析

プロテオグリカンを複合したコラーゲン高次階層バンドルの創製と
その生体内再構築機序

チミジンホスホリラーゼ画像化によるがんの治療効果予測：前臨床
動物実験による実証

慢性腎臓病の予防対策として推奨される身体活動量の検討

マルチプレックスRT-PCR法による包括的な体液の識別検査法の
開発

健康・機能性食品の各国状況比較と対応国内関連企業の海外展開
戦略に関する調査研究

転倒に影響する高齢者の社会参加の種類の解明

A randomized-control trial assissing the impact of HPV self-sampling 
on cervical screening uptake rates in women 20-29yrs: A comparative 
evaluation of two novel cervico-vaginal self-sampling devices

放射線による細胞外微小環境の変化と浸潤癌再発を抑制するため
のターゲット分子の探索

年度 研究種目 課題名 役割研究者名

30

30

30

30

30

難治性疾患等政策研究事業
(難治性疾患政策研究事業)

難治性疾患等政策研究事業
(難治性疾患政策研究事業)

循環器疾患・糖尿病等生活
習慣病対策総合研究事業

食の安全確保推進研究事業

厚生労働行政推進調査事業
（厚生労働科学特別研究事業）

分担者

分担者

分担者

分担者

分担者

中村　幸志

高畑　雅彦

玉腰　暁子

木村　尚史

荒戸　照世

神経免疫疾患のエビデンスによる診断基準・重症度分類・ガイドラ
インの妥当性

脊柱靱帯骨化症に関する調査研究

循環器疾患における集団間の健康格差の実態把握とその対策を目
的とした大規模コホート共同研究

健康食品等の安全確保に必要な技術的課題への対応と効果的な
情報発信のための研究

遺伝子導入を行わずに遺伝子操作を加える再生医療等技術の安全
性評価指標の構築のための研究

●平成30年度厚生労働科学研究費（分担者分）
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年度 研究種目 課題名 役割研究者名

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

新学術領域研究

基盤研究（A）

基盤研究（B）

基盤研究（B）

基盤研究（B）

基盤研究（B）

基盤研究（B）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（B）

挑戦的研究（萌芽）

基盤研究（B）

基盤研究（C）

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

玉腰　暁子

高畑　雅彦

玉腰　暁子

古川　潤一

清水　伸一

加藤　徳雄

真鍋　　治

高畑　雅彦

玉腰　暁子

中村　幸志

岩崎　倫政

近藤　英司

志賀　　哲

中村　幸志

横田　　勲

荒戸　照世

玉腰　暁子

玉腰　暁子

南　　璡旼

コホート・生体試料支援プラットフォーム

分子・結晶とマイクロ構造体の変形相互作用による骨組織強度特性

冬季積雪寒冷地の自宅住環境が高齢者の生活習慣や健康状態に
およぼす影響の解明

ケミカルグライコミクスによる細胞の包括的な糖鎖代謝ネットワー
ク解析

粒子線治療の費用対効果評価のための標準的な手法とデータに関
する研究

粒子線治療の費用対効果評価のための標準的な手法とデータに関
する研究

PET,CT,MRIによる包括的映像法を用いた不安定プラークの病態
評価

新規骨質評価法を用いたin vivoにおけるステロイド性骨粗鬆症骨
質に関する研究

地域における客観的な評価による日常の身体活動量と医療費に関
する研究

インターネット依存における頸性うつをターゲットとした身体的精
神的影響の解明

先天性橈尺骨癒合症の原因遺伝子同定とその機能解析

プロテオグリカンを複合したコラーゲン高次階層バンドルの創製と
その生体内再構築機序

チミジンホスホリラーゼ画像化によるがんの治療効果予測：前臨床
動物実験による実証

慢性腎臓病の予防対策として推奨される身体活動量の検討

マルチプレックスRT-PCR法による包括的な体液の識別検査法の
開発

健康・機能性食品の各国状況比較と対応国内関連企業の海外展開
戦略に関する調査研究

転倒に影響する高齢者の社会参加の種類の解明

A randomized-control trial assissing the impact of HPV self-sampling 
on cervical screening uptake rates in women 20-29yrs: A comparative 
evaluation of two novel cervico-vaginal self-sampling devices

放射線による細胞外微小環境の変化と浸潤癌再発を抑制するため
のターゲット分子の探索

年度 研究種目 課題名 役割研究者名

30

30

30

30

30

難治性疾患等政策研究事業
(難治性疾患政策研究事業)

難治性疾患等政策研究事業
(難治性疾患政策研究事業)

循環器疾患・糖尿病等生活
習慣病対策総合研究事業

食の安全確保推進研究事業

厚生労働行政推進調査事業
（厚生労働科学特別研究事業）

分担者

分担者

分担者

分担者

分担者

中村　幸志

高畑　雅彦

玉腰　暁子

木村　尚史

荒戸　照世

神経免疫疾患のエビデンスによる診断基準・重症度分類・ガイドラ
インの妥当性

脊柱靱帯骨化症に関する調査研究

循環器疾患における集団間の健康格差の実態把握とその対策を目
的とした大規模コホート共同研究

健康食品等の安全確保に必要な技術的課題への対応と効果的な
情報発信のための研究

遺伝子導入を行わずに遺伝子操作を加える再生医療等技術の安全
性評価指標の構築のための研究

●平成30年度厚生労働科学研究費（分担者分）



北海道大学大学院医学研究院連携研究センター内規

　（趣旨）

第１条　この内規は、北海道大学大学院医学研究院・医学部組織運営内規第８条第２項の規定に基づき、北海道大学

大学院医学研究院連携研究センター（以下「センター」という。）の組織及び運営について定めるものとする。

　（目的）

第２条　センターは、分野・教室・協力組織間のプロジェクト研究・共同研究により、新学問分野、融合分野・領域を創出

し、生命科学基盤研究の成果を臨床研究へ発展させるための研究を行い、医学・医療及び健康維持に貢献すること

を目的とする。

　（職員等）

第３条　センターに、センター長その他必要な職員を置く。

　（センター長）

第４条　センター長は、医学研究院長（以下「研究院長」という。）をもって充てる。

２　センター長は、センターの業務を掌理する。

　（副センター長）

第５条　センターに、副センター長を置く。

２　副センター長は、センター長が指名する医学研究院（以下「本研究院」という。）専任の教授（国立大学法人北海道大

学特任教員就業規則（平成18年海大達第35号）第３条第２号に該当する特任教員のうち、特任教授の職にある者

を含む。）をもって充てる。

３　副センター長は、センター長の職務を助け、センター長に事故があるときは、その職務を代理する。

　（運営委員会）

第６条　センターの運営に関する重要事項を審議するため、連携研究センター運　営委員会（以下「運営委員会」とい

う。）を置く。

２　運営委員会は、センターに関する次に掲げる事項を審議する。

（1） プロジェクト研究・共同研究の内容等に関する事項

（2） 基盤教室の選考及び評価に関する事項

（3） 連携教室及び協力組織に関する事項

（4） 連携教室の教員の人事に関する事項 

（5） その他センターの運営に関する重要事項

３　運営委員会は、次に掲げる者をもって組織する。

（1） センター長

（2） 副センター長

（3） 副研究院長（研究院長が指名する者）

（4） 研究分野の責任者

（5） 本研究院専任の教授のうちから研究院長が指名する者　２名

４　前項第５号の委員の任期は２年とし、再任は妨げない。ただし、欠員となった場合の後任の委員の任期は、前任者の

残任期間とする。

５　運営委員会に委員長を置き、センター長をもって充てる。

６　運営委員会は、委員の３分の２以上が出席しなければ議事を開くことができない。

７  運営委員会の議事は、出席委員の過半数をもって決する。

８　運営委員会が必要と認めたときは、運営委員会に委員以外の者の出席を求め、説明又は意見を聴くことができる。

　（研究分野）

第７条　センターに、複数の研究分野を置く。

２　研究分野は、プロジェクト研究・共同研究を行うものとし、その研究内容等は、運営委員会の議を経て、医学研究院教

授会（以下「教授会」という。）の承認を得るものとする。

３　研究分野に分野責任者を置き、センター長の指名する者をもって充てる。

４　研究分野には、基盤教室を置き、また、原則として連携教室を置く。

５　研究分野には、北海道大学の本研究院以外の部局等からプロジェクト研究・共同研究に協力する組織として、協力組

織を置くことができる。

　（基盤教室）

第８条　基盤教室は、運営委員会において、本研究院（附属教育研究施設を含む。）の教室の中から選考し、教授会の承

認を得て兼担させるものとする。

２　基盤教室の兼担期間は、５年以内とする。ただし、運営委員会が当該プロジェクト研究・共同研究の進捗状況等につ

いて評価のうえ必要と認め、教授会の承認を得た場合は、５年以内の範囲で、兼担期間を更新することができるもの

とし、以後の更新についても同様とする。

　（連携教室）

第９条　連携教室は、基盤教室と連携して、プロジェクト研究・共同研究を行うものとする。　

２　連携教室の設置は、運営委員会において審議し、教授会の承認を得るものとする。

３　連携教室の設置期間は、５年以内とする。ただし、運営委員会が必要と認め、教授会の承認を得た場合は、１回に限

り、５年以内の範囲で設置期間を更新することができる。

４　連携教室には、医学研究院の運営費交付金は配当しないものとする。

　（協力組織）

第10条　協力組織の設置は、運営委員会において審議し、教授会の承認を得るものとする。

２　協力組織の設置期間は、５年以内とする。ただし、運営委員会が必要と認め、教授会の承認を得た場合は、５年以内

の範囲で設置期間を更新することができるものとし、以後の更新についても同様とする。

　（教室等の設置及び更新）

第11条　基盤教室、連携教室又は協力組織の設置又は設置期間の更新をしようとする場合は、申請者は、次に掲げる書

類をセンター長に提出するものとする。

　（1） 教室等設置申請書（別紙様式１）

　（2） 教室等更新申請書（別紙様式２）

（事務）

第12条  センターの事務は、医学系事務部会計課において処理する。　

（雑則）

第13条  この内規に定めるもののほか、連携研究センターの組織及び運営に関し必要な　事項は、運営委員会の議を経

て、センター長が定める。

     附　則

１　この内規は、平成29年４月１日から施行する。

２　北海道大学大学院医学研究科連携研究センター内規（平成18年1月26日制定）北海道大学大学院医学研究科連携

研究センター運営委員会内規（平成18年1月26日制定）及び北海道大学大学院医学研究科連携研究センター内規

の運用について（平成18年１月26日制定）は、廃止する。
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北海道大学大学院医学研究院連携研究センター内規

　（趣旨）

第１条　この内規は、北海道大学大学院医学研究院・医学部組織運営内規第８条第２項の規定に基づき、北海道大学

大学院医学研究院連携研究センター（以下「センター」という。）の組織及び運営について定めるものとする。

　（目的）

第２条　センターは、分野・教室・協力組織間のプロジェクト研究・共同研究により、新学問分野、融合分野・領域を創出

し、生命科学基盤研究の成果を臨床研究へ発展させるための研究を行い、医学・医療及び健康維持に貢献すること

を目的とする。

　（職員等）

第３条　センターに、センター長その他必要な職員を置く。

　（センター長）

第４条　センター長は、医学研究院長（以下「研究院長」という。）をもって充てる。

２　センター長は、センターの業務を掌理する。

　（副センター長）

第５条　センターに、副センター長を置く。

２　副センター長は、センター長が指名する医学研究院（以下「本研究院」という。）専任の教授（国立大学法人北海道大

学特任教員就業規則（平成18年海大達第35号）第３条第２号に該当する特任教員のうち、特任教授の職にある者

を含む。）をもって充てる。

３　副センター長は、センター長の職務を助け、センター長に事故があるときは、その職務を代理する。

　（運営委員会）

第６条　センターの運営に関する重要事項を審議するため、連携研究センター運　営委員会（以下「運営委員会」とい

う。）を置く。

２　運営委員会は、センターに関する次に掲げる事項を審議する。

（1） プロジェクト研究・共同研究の内容等に関する事項

（2） 基盤教室の選考及び評価に関する事項

（3） 連携教室及び協力組織に関する事項

（4） 連携教室の教員の人事に関する事項 

（5） その他センターの運営に関する重要事項

３　運営委員会は、次に掲げる者をもって組織する。

（1） センター長

（2） 副センター長

（3） 副研究院長（研究院長が指名する者）

（4） 研究分野の責任者

（5） 本研究院専任の教授のうちから研究院長が指名する者　２名

４　前項第５号の委員の任期は２年とし、再任は妨げない。ただし、欠員となった場合の後任の委員の任期は、前任者の

残任期間とする。

５　運営委員会に委員長を置き、センター長をもって充てる。

６　運営委員会は、委員の３分の２以上が出席しなければ議事を開くことができない。

７  運営委員会の議事は、出席委員の過半数をもって決する。

８　運営委員会が必要と認めたときは、運営委員会に委員以外の者の出席を求め、説明又は意見を聴くことができる。

　（研究分野）

第７条　センターに、複数の研究分野を置く。

２　研究分野は、プロジェクト研究・共同研究を行うものとし、その研究内容等は、運営委員会の議を経て、医学研究院教

授会（以下「教授会」という。）の承認を得るものとする。

３　研究分野に分野責任者を置き、センター長の指名する者をもって充てる。

４　研究分野には、基盤教室を置き、また、原則として連携教室を置く。

５　研究分野には、北海道大学の本研究院以外の部局等からプロジェクト研究・共同研究に協力する組織として、協力組

織を置くことができる。

　（基盤教室）

第８条　基盤教室は、運営委員会において、本研究院（附属教育研究施設を含む。）の教室の中から選考し、教授会の承

認を得て兼担させるものとする。

２　基盤教室の兼担期間は、５年以内とする。ただし、運営委員会が当該プロジェクト研究・共同研究の進捗状況等につ

いて評価のうえ必要と認め、教授会の承認を得た場合は、５年以内の範囲で、兼担期間を更新することができるもの

とし、以後の更新についても同様とする。

　（連携教室）

第９条　連携教室は、基盤教室と連携して、プロジェクト研究・共同研究を行うものとする。　

２　連携教室の設置は、運営委員会において審議し、教授会の承認を得るものとする。

３　連携教室の設置期間は、５年以内とする。ただし、運営委員会が必要と認め、教授会の承認を得た場合は、１回に限

り、５年以内の範囲で設置期間を更新することができる。

４　連携教室には、医学研究院の運営費交付金は配当しないものとする。

　（協力組織）

第10条　協力組織の設置は、運営委員会において審議し、教授会の承認を得るものとする。

２　協力組織の設置期間は、５年以内とする。ただし、運営委員会が必要と認め、教授会の承認を得た場合は、５年以内

の範囲で設置期間を更新することができるものとし、以後の更新についても同様とする。

　（教室等の設置及び更新）

第11条　基盤教室、連携教室又は協力組織の設置又は設置期間の更新をしようとする場合は、申請者は、次に掲げる書

類をセンター長に提出するものとする。

　（1） 教室等設置申請書（別紙様式１）

　（2） 教室等更新申請書（別紙様式２）

（事務）

第12条  センターの事務は、医学系事務部会計課において処理する。　

（雑則）

第13条  この内規に定めるもののほか、連携研究センターの組織及び運営に関し必要な　事項は、運営委員会の議を経

て、センター長が定める。

     附　則

１　この内規は、平成29年４月１日から施行する。

２　北海道大学大学院医学研究科連携研究センター内規（平成18年1月26日制定）北海道大学大学院医学研究科連携

研究センター運営委員会内規（平成18年1月26日制定）及び北海道大学大学院医学研究科連携研究センター内規

の運用について（平成18年１月26日制定）は、廃止する。
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北海道大学大学院医学研究院連携研究センターオープンラボ運用要項

　（趣旨）

第１条　この要項は、北海道大学大学院医学研究院連携研究センター内規第13条の規定に基づき、連携研究センター

のオープンラボ（以下「オープンラボ」という。）の運用に関し、必要な事項を定めるものとする。

　（目的）

第２条　オープンラボは、医学研究を円滑かつ効率的に推進するため使用することを目的とする。

　（使用可能な教員）

第３条　オープンラボを使用することができる教員は、次に掲げる者とする。

（1） 医学研究院の教員

（2） 医学研究院の教員と共同して研究を行う他部局等の教員

（3） その他連携研究センター運営委員会（以下「運営委員会」という。）が認めた教員

　（申請及び許可）

第４条　オープンラボを使用しようとする教員は、使用申請書（別紙様式第１号）により連携研究センター長（以下「セン

ター長」という。）に申請しなければならない。

２　センター長は、前項の申請があったときは、運営委員会において申請内容等を審査し選定するものとする。

３　前２項の規定により選定された教員に対し、センター長の使用許可書（別紙様式第２号）を交付するものとする。

（使用期間）

第５条　オープンラボの使用期間は、５年以内とする。ただし、運営委員会が必要と認めた場合は、５年を限度として更

新することができる。

　（使用期間の更新等）

第６条　第４条第３項の規定によりオープンラボの使用の許可を受けた教員（以下「使用者」という。）は、使用期間を更

新又は変更しようとするときは、速やかにセンター長に届け出なければならない。

（使用の制限及び停止）

第７条　運営委員会は、次の各号に該当するときは、使用期間中であっても、使用者に対しオープンラボの使用の制限又

は停止を命ずることができる。

（1） 許可された目的以外に使用したとき。

（2） 第三者に使用させたとき。

（3） その他使用条件等に違反したとき。

（使用料等）

第８条　使用者は、オープンラボの維持管理に要する使用料及び光熱水料の実費相当額を負担しなければならない。

２　前項の使用料は、１㎡当たり年額16,000円（月額1,333円）とする。

（工作物等の設置）

第９条　使用者は、オープンラボにおける実験研究に必要な工作物、設備等の設置又は撤去に要する経費を負担しなけ

ればならない。

（使用者の交代）

第10条　オープンラボの使用期間中に使用者が交代するときは、速やかにセンター長に届け出なければならない。

（原状回復）

第11条　使用者は、オープンラボの使用を終了若しくは中止したとき、又は停止を命ぜられたときは、速やかにオープン

ラボを原状に回復し、明け渡さなければならない。

　（雑則）

第12条　この要項に定めるもののほか、オープンラボの実施に関し必要な事項は、センター長が定める。

　附　則　

１　この要項は、平成29年４月１日から実施する。

２　北海道大学大学院医学研究科連携研究センターオープンラボ運用要項は、廃止する。
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　（趣旨）

第１条　この要項は、北海道大学大学院医学研究院連携研究センター内規第13条の規定に基づき、連携研究センター

のオープンラボ（以下「オープンラボ」という。）の運用に関し、必要な事項を定めるものとする。

　（目的）

第２条　オープンラボは、医学研究を円滑かつ効率的に推進するため使用することを目的とする。

　（使用可能な教員）

第３条　オープンラボを使用することができる教員は、次に掲げる者とする。

（1） 医学研究院の教員

（2） 医学研究院の教員と共同して研究を行う他部局等の教員

（3） その他連携研究センター運営委員会（以下「運営委員会」という。）が認めた教員

　（申請及び許可）

第４条　オープンラボを使用しようとする教員は、使用申請書（別紙様式第１号）により連携研究センター長（以下「セン

ター長」という。）に申請しなければならない。

２　センター長は、前項の申請があったときは、運営委員会において申請内容等を審査し選定するものとする。

３　前２項の規定により選定された教員に対し、センター長の使用許可書（別紙様式第２号）を交付するものとする。

（使用期間）

第５条　オープンラボの使用期間は、５年以内とする。ただし、運営委員会が必要と認めた場合は、５年を限度として更

新することができる。

　（使用期間の更新等）

第６条　第４条第３項の規定によりオープンラボの使用の許可を受けた教員（以下「使用者」という。）は、使用期間を更

新又は変更しようとするときは、速やかにセンター長に届け出なければならない。

（使用の制限及び停止）

第７条　運営委員会は、次の各号に該当するときは、使用期間中であっても、使用者に対しオープンラボの使用の制限又

は停止を命ずることができる。

（1） 許可された目的以外に使用したとき。

（2） 第三者に使用させたとき。

（3） その他使用条件等に違反したとき。

（使用料等）

第８条　使用者は、オープンラボの維持管理に要する使用料及び光熱水料の実費相当額を負担しなければならない。

２　前項の使用料は、１㎡当たり年額16,000円（月額1,333円）とする。

（工作物等の設置）

第９条　使用者は、オープンラボにおける実験研究に必要な工作物、設備等の設置又は撤去に要する経費を負担しなけ

ればならない。

（使用者の交代）

第10条　オープンラボの使用期間中に使用者が交代するときは、速やかにセンター長に届け出なければならない。

（原状回復）

第11条　使用者は、オープンラボの使用を終了若しくは中止したとき、又は停止を命ぜられたときは、速やかにオープン

ラボを原状に回復し、明け渡さなければならない。

　（雑則）

第12条　この要項に定めるもののほか、オープンラボの実施に関し必要な事項は、センター長が定める。

　附　則　

１　この要項は、平成29年４月１日から実施する。

２　北海道大学大学院医学研究科連携研究センターオープンラボ運用要項は、廃止する。
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